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第一章　別れがあれば出会いもある












「悪いけど……お前との結婚はもう考えられない」

　前触れなく告げられたジリアは、声も出なかった。もしかしたらジリア自身気がついていないだけで、目の前の婚約者――デニスは何らかのサインを出していたのかもしれない。けれど、今日も結婚に向けての相談をしようと思っていたジリアにとって、寝耳に水であることは変わらなかった。

　鞄から出した資料をテーブルに出すに出せず、膝の上に置いてから改めて向かいに座るデニスに向き合う。

「……えっと、冗談、では、ないのよね？」

「さすがにオレでも、こんな質たちの悪い冗談は言わねぇよ」

　少し拗ねたように肯定するデニスは、焦茶のくせっ毛をがしがしと掻いた。それが言葉に困ったときの仕草だと、ジリアはよく知っている。そのたびに髪が乱れるからやめた方がいいと忠告していたのに、一向にその癖が直らなくて、もう半分諦めていたのだから。

「理由は？　教えてもらえる？」

「あー……」

　ジリアの問いかけに、デニスは視線を彷徨わせた。

「オレは、じいさんの店を売るもんだと思ってたんだよ」

「は？」

　ジリアの口から、低い声が出た。

「なんで？　だってあたしはずっと――――」

「継ぐって周りに言い続ければ、相続させてもらえるだろ？　それを狙ってるだけだと思ってたんだよ」

　デニスのセリフに、ジリアの顔が赤く染まった。羞恥ではなく激怒で。だが、ここは大通り沿いのカフェ、しかもテラス席だ。声を荒げて注目を集めたくない、と奥歯を噛みしめて怒鳴りつけたいのを堪えた。

「あたしが、おじいちゃんの前で店を継ぐ話をしていたとき、デニスも賛成していたじゃない」

「あぁ、あれ？　だって、病気でもう長くないって聞いてたし、なんつーか、リップサービス的な？」

　軽いノリで告げられ、ジリアは膝の上にとりあえず乗せていた資料の束を、そっとテーブルの端に置いた。持ってきていたのは、店の二階にある住居部分の間取り図だ。部屋の割り振り、買い足すべき家具などを先に確認しておこうと思ったのだ。それも、もう必要ない。

「つまりアンタの中であたしは、『遺産欲しさに先の短い祖父に媚びを売る外道』になってた、ってことなのね？」

「別にそこまで言って――――」

「言ってるも同然よ。デニス、アンタから言われたことだから今更だけど、あたしもアンタとの結婚は考えられないわ。お互いに意見が一致して良かったわね」

　ジリアは視線だけで人を殺せるなら、きっとこの場で彼を殺していただろう、と思う。自分をそんな風に見ていたことも腹立たしいが、何よりジリアの敬愛する祖父を軽んじていたことが許せなかった。

「結婚がなくなったことについて、アンタの両親にはアンタの口から説明しておいて。あたしも自分の両親に報告するから」

「お、おう」

　ジリアの怒りを感じ取っているのだろう。そそくさとデニスは席を立とうとしている。

「あぁ、そうそう」

　逃げようとするデニスを、ジリアの漆黒の瞳が睨ねめ付けた。

「今までに融通したお金は、今月中に耳揃えて返してくれる？」

「な、なんで……」

「当然でしょ？　だって無関係の他人になるんだから」

　そこまで口にしたジリアは、ふと、ある推測に思い当たった。

「まさか、『店を売るから』とか『結婚するから』とか、そんな理由で些細な借金と見過ごして貰えると思ってた？」

「っ！」

　指摘が図星だったのか、デニスの顔色が変わる。

「今月中に返済がないなら、悪いけど、アンタの両親に話をつけに行くわ」

「……なっ、別に親は関係ないだろ！」

「そうね。アンタが責任持って返してくれるなら」

「別に、あのぐらいの金、お前にとっちゃ端金だろ？　そんなにケチくさいこと言わなくても――――」

「ふざけないで。一回一回は確かに小遣い程度の金額かもしれないけど、それが何回あったと思ってるの？」

「でも、あのお金は――――」

　ジリアは頭痛を堪えるように眉間を軽く揉んだ。何となく、金の使い道がろくなものじゃないと気がついたのだ。

「どんな用途でどんな金額だろうと、お金はお金よ。いいわね、一ヶ月以内よ」

　なおも食い下がろうとするデニスを置いて、ジリアは立ち上がった。資料をしっかりとカバンに戻し、とっとと店を出る。

（結構気に入ってたカフェだったんだけど……。しばらくは来られないわね）

　できるだけ目立たないようにしたかったのだが、既に店員から心配そうな視線を向けられていた。

（それならせめて、一回ぐらい引っぱたいてやればよかったかしら。――――いや、それはだめね。慰謝料代わりに借金を棒引きにしろと言いかねないわ）

　今となっては、デニスと結婚寸前までいっていたことが汚点にしか感じられない。なんであんなのと付き合ってたんだろう、とさえ思いながら、ジリアは家路をまっすぐ辿っていた。

　もちろん、涙は一滴も出なかった。
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　店の中は静謐に満ちていた。時折、カチャ、カチャと微かな金属の擦れる音がするだけで、あとはこの古道具屋「アベリナ」の店主であるジリアの呼吸音ぐらいしかない。店としては閑古鳥が鳴いているこの状態は経営危機であるはずなのだが、一心不乱に機巧カラクリをいじっているジリアにとっては天国だった。

（あぁ～～っ、後期モルカ朝のアンティークは、やっぱり美しいわっ）

　心は小躍りするどころか身悶えしているのだが、ピンセットを操る指先には一切乱れがない。ジリアが手入れをしているのは、祖父の代から懇意にしているお得意様の依頼品だ。祖父の手伝いをしている頃から顔を合わせているが、こうして代替わりした今も手入れの仕事を依頼してくれるのは本当にありがたい。

　先代店主であった祖父は、この古道具屋をそれは大事にしていた。たとえ自分の子どもたちが誰一人として興味を示さなくても。だからこそ、何人もいる孫のうち、たった一人だけ古道具の魅力に取り憑かれたジリアを溺愛し、色々なことを教えてくれた。

『古くから受け継がれているものは、良いものだからこそ受け継がれているんだよ』

　それは祖父の口癖だ。機巧であれば歯車やネジの配置すら美しく、焼き物であれば釉薬の透明感は言うまでもない。木製家具にしても木目は元より年を経た物特有の黒ずみが風情を感じさせる。良いものは修理してでも使い続けたいが、そうでないものは潰して新品を買い換える。道具というのはそういうものなのだと、祖父は何度もジリアに言い聞かせた。子どもの頃から店に出入りしていたジリアは、祖父の精神を受け継ぎ、成長してからは祖父の手伝いをしながら技術を教わり、こうして祖父が亡くなってしまった後、店を守るべく継いだ、というわけである。

　預かった古道具の手入れが丁度一段落したとき、カランと店の出入り口に付けたベルが鳴った。

「いらっしゃいませ」

　声を出して立ち上がると、入って来た人物に会釈をする。

「ホドスさん、こんにちは」

「やぁ、ジリアちゃん。お邪魔するよ」

　やって来た老紳士は、被っていた帽子を小さく持ち上げて挨拶をした。彼もまた、祖父の代からのお得意さんだ。

「職場で使ってる小引き出しの引き手が取れてしまってね、修理をお願いしたいんだ」

「あら、大変。道具を持ってすぐ伺いますね」

「手間をかけるねぇ」

「いえいえ、いつも贔屓にしてもらってますから」

　ジリアは出張修理用の工具の入った重い鞄を肩にかけた。店の戸口に掛けた『開店中』の札を『閉店』に掛け替え、しっかりと鍵をかけると、一緒に行こうと待っていてくれたホドスに笑いかけた。

「お待たせしました」

「それじゃ、行こうか」

　生地問屋で金庫番をしているホドスは、ジリアや祖父と同好の士でもある。道すがらの話題もお決まりのものだ。

「先日、西広場でやっていた蚤のみの市には行ったかい？」

「えぇ、もちろんです。いくつか仕入れたので、手入れが終われば店先に出す予定です」

　目をキラキラさせて答えるジリアを、ホドスは眩しいものを見るように目を細めた。

「そういうところは、本当におじいさん――セルゲイにそっくりだね。あいつもあっちこっちでこれぞというものを仕入れては、ピカピカに仕上げて店に並べていたよ」

「まだまだおじいちゃんほどの目利きにはなれません。あ、今回の掘り出し物は若い女性向けの宝石箱です。名工ガディロフの作と騙ってなければもっと良かったんですけど」

　明らかな贋作なので、逆に銘を削って店に並べたいんですよね、と楽しそうに話すジリア。

「私もね、同じ蚤の市でいい物に巡り会えたんだよ」

「そうなんですか？　どんなものを買ったのか、是非教えてくださいっ」

　二人はにこやかにお互いの戦利品について語り合いながら、ホドスの職場へと向かった。

　――――それから半刻後、店に戻ったジリアは、肩にかけていた鞄をどすん、とカウンターに置いてだらんとイスに座っていた。

「……っはー、やっぱあの鞄、重すぎるわ」

　修理自体は大したことはないのだが、あれこれ工具や部品の入った出張鞄は、女性のジリアには負担が大きい。

「もっと軽くしないとダメよね。でも、工具を減らすのはちょっと不安があるし、釘やネジもあまり減らしたくないし……」

　鞄のベルト部分を二つにして背負うタイプにするか、いっそのこと鞄の底にコロを付けて引っ張って運ぶか、悩ましいところだ。前者は運ぶ重さが変わらないし、後者は道の往来の邪魔になりそうだ。

「修理する物によって鞄をいくつか使い分ける？　でも、ついでに別の物の修理を頼まれることもあるし……」

　むむむむ、と唸りながら鞄を見つめていたジリアだが、日の傾き具合を見て一旦棚上げすることにした。あとでまた考えよう、と。少しでも陽の光があるうちに持ち込まれた品々の手入れや修理をしておきたい。日が沈んでしまえば、灯火が必要になる。油だってタダじゃないのだ。

「やっぱり、客の少なさは問題よね……」

　幸いなことに常連さんが代替わり後も変わらず利用してくれているおかげで、糊口ここうを凌ぐことはできている。だが、五年後十年後を考えたときに、貯蓄はしっかりしておきたいし、新規の顧客がなければ収入だって先細りする。デニスが婚約者だった頃は、デニスが彫金師の見習いなので、ゆくゆくは彼の作品も取り扱えばいいと考えていたのだが、今はジリア一人だ。一人でもできる何かを考えなければならない。

（相談しようにも、相手がいないし）

　ジリアの両親は、彼女が一人で店を継ぐことにあまりいい顔をしていない。祖父の遺した思い出残るお店であっても、畳んでしまおうかと考えていたほどだ。デニスと結婚して一緒に店を続けるなら、と渋々承諾していたが、彼と別れて一人となってからは、「いつまで続けるの？」「一人はしんどいだろう」と何度も口を出すようになった。心配されているのは分かるが、祖父の店を閉めるなんて考えられないジリアにとっては、耳障りな言葉ばかりだった。そんな状況なので、自然と実家への足は遠のいてしまっている。

（単発の販売よりも新規顧客――今の常連さん以外で定期的に手入れや修理の依頼をしてくれそうな人を探したいところよね……。って、そんな都合のいい人がそうそう見つかるわけないし）

　今日の分の帳簿を付け終えて、ジリアはぐぐっと伸びをした。窓の外に目を向ければ、いつの間にか夕闇が広がっている。

「今日も一日、無事に過ごせましたよ、……っと」

　習慣になってしまっている亡き祖父への報告を口にし、ジリアは店の戸に鍵を掛けた。あくびをかみ殺しながら二階に上がればそこは居住スペースで、祖父が使っていた頃からほとんど手を入れていないため、年頃の女性の部屋にしては華がない。だが、ジリアは別に気にしていなかった。元々、同世代の友人たちがおしゃれに費やす金を、彼女は古道具に向けていたのだ。それでもデニスと付き合っていた頃は最低限の化粧とそれなりに見られる服を着ていたが、今はすっかり実用一辺倒……先日、様子を見に来た母が「枯れた」と形容するぐらいには色気がなくなった。

　ジリアは適当にご飯を食べ、適当に身体を拭き、ベッドにごろんと転がる。目を瞑れば、今日せっせと磨いていた歯車が瞼の裏に映る。

（明日で手入れも終わるから、しばらくあの歯車ともお別れね……）

　歯車の黄金比について思いを馳せつつ、ジリアは幸せな眠りについた。
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　その日もジリアは大して客の来ない店のカウンターで、ぺらり、と本をめくっていた。祖父の遺してくれたのは店だけではなく、様々な道具について書かれている本も多い。ここ十数年で安価な紙が普及してはいたが、本は基本的に高価なものだ。ましてや古い技術を伝えるものなら言うまでもない。ジリアがこの店を継がなかったら、こうした本も売り払われていたかと思うとぞっとした。

（だけど、読みにくいのよね……）

　頬杖をつきながら、ジリアは手垢のついた辞書をめくる。他国の言語で書かれているため、単語の意味を調べ、書かれている内容を推測するのでどうしても遅々として読み進められない。それでも辞書があるだけマシだった。祖父の使いこまれた辞書を見る限り、祖父もこうしてこの本を読んでいたに違いない、とジリアは再び手元に目を落とした。だが、見慣れぬ言語はどうしても眠気を誘う。

（仕方ない。ちょっと水分を補給して仕切り直そう）

　立ち上がったジリアだったが、カラン、という音に、反射的に「いらっしゃいませ」と声を出す。常連の誰かだろうか……と店の入り口に視線を向けて、ぎょっと目を見開いた。店に入ってきたのは、フードを目深に被った見るからに怪しい客だったのだ。外套で詳しい体型までは分からないが、背の高さから男性と分かる。その客はカウンターに立つジリアを見て、少し戸惑った様子を見せたが、ずんずんと一直線に近付いてきた。強盗か、とジリアはカウンターに置いてあったハンマーを思わず握った。ちなみにこのハンマーは暴漢撃退用で、実際の修理には使わない代物だ。

「こちらは修理も請け負うと店先に書いてありましたが、間違いありませんか？」

「っ、修理ですか？　物によってはお断りさせていただく場合もございますが、基本的には依頼を受けております」

（良かった、客だった）

　ジリアはそっとハンマーから手を離す。

「これ、なのですが」

　カウンターに置かれたのは、真っ白なシルクのハンカチに包まれた懐中時計だった。

（男性でシルクのハンカチなどという洒落たものを使うなんて、よっぽど金持ちの家か、貴族の家ぐらいしかないわね。応対には慎重に慎重を重ねないと――――え、待って、これって）

　ジリアは落ち着けと自分に言い聞かせながら、薄手の手袋を着けてから懐中時計をそっと手に持ち、あちこちから眺めて確認する。

（嘘、この文字盤といい、裏の刻印といい、本で見たのにそっくり！）

「こちらが止まったのを確認されたのはいつ頃でしょうか」

「え、あ、……昨晩、引き出しから取り出したときに床に落としてしまったので、その衝撃で壊れてしまったのではないかと思ったのですが」

　何やら歯切れの悪い客の言葉が気になったが、ジリアはひっそり瞳を輝かせた。

「す、こし、中を開けて確認させていただいても？」

　ジリアの声が僅かに裏返る。どくどくと心臓がやかましかった。何しろ、下町の古道具屋にこんなレアな時計が持ち込まれるなんて、まず起こりえない。中を直に拝めるチャンスなんて、これを逃したら、次は何十年後になることやら。

　緊張と興奮で手が震えそうになるのを堪え、ジリアは客の返事を待つ。相手はと言えば、何故かまじまじとジリアを見ていたが、彼も彼でジリアが信用に足る相手なのか判断していたようだ。

「大事なものなので、立ち会わせてもらえるのでしたら」

「もちろんです。どうぞそちらにお座りください」

　ジリアはルーペを右目にはめて、時計の裏側にある小さいネジを慎重に緩めていく。古く劣化したものはこうしたネジが途中で折れてしまうこともあり、注意しなければならないのだが、幸いにもこの懐中時計はそんな様子はなかった。

「……っ！」

　裏の蓋を開けたジリアは、思わず飛び出しかけた歓喜の雄叫びを飲み込んだ。

（美しすぎる～～～っ！　こんなギリギリまで凝縮された歯車の配置、見たことないわ……っ！）

　できることなら床に転がって悶えたい。なんならこのお客さんを五体投地ごたいとうちで拝みたい。こんな素敵なものを見せてくれてありがとうと地面に額を擦りつけたっていい。

　趣味全開なことを考えながら、ジリアはピンセットで慎重に歯車を外そうとして、慌てて思いとどまった。

（本でしか見たことないけど、きっとこれ、セウス製の懐中時計よね。それなら――――）

　祖父と一緒に本をめくった思い出が蘇る。セウスは極寒の北国だ。あのとき読んだ本の内容を思い出しながら、歯車を外す前にと、軽くつついて回してみる。本来なら軽い力で動くはずが、回るまでに抵抗を感じた。

「こちらの時計ですが、落とされる前は普通に動いていらっしゃいましたか？」

「いや、その……久々に取り出したものですから、もしかしたらそれより前から動かなくなっていた可能性は、あります」

（やっぱり、そう、かな？）

　すぐに故障の原因は予測がついた。だが、それは非常に面倒なものだった。

「お客様、ご相談なのですが」

「……やはり、修理できませんか」

　相談と口にしただけなのに、何故か客の口からは諦めの言葉が返ってきた。ジリアは首を傾げる。

「えぇと、動くようにする、という意味ではおそらく修理は可能です」

「そうですよね。……はい？」

　諦めモードで俯きがちになっていた客は、驚きの声を上げた。思わず勢いよく顔を上げてしまったのだろう。フードが外れてその顔が露わになった。

（うわ……）

　ジリアは失礼にならないよう、努めて平静を装った。

（これは、フードを被っていて正解だわ）

　怪しい風体になってしまったが、この顔を晒して歩くよりは全然マシだ。悪い意味ではない。顔が良すぎるのだ。手入れの行き届いた艶のある銀髪、理知的な輝きを宿す深い藍色の瞳、その優しげな雰囲気を持つ美貌は、こんな下町では浮いてしまうだろう。そして良からぬ輩を絶対に引き寄せる。暴漢に襲われ売り払われるか、この界隈のあちこちで生息する肉食系女子にぐいぐい迫られるか、どちらにしても何事もなくこの店まで来るのは難しいだろう。

「今、修理できると言いましたか？」

「はい、今、簡単に確認した限りではありますが、部品の洗浄と油の差し直しで何とかなるかと」

「それだけで？」

　それだけ、と言うが、時計の部品は細かいし数も多い。かなり気を張る作業なのだ。ただ、それを説明したところで、分かってくれない人も多いので、ジリアも敢えて言うつもりはない。ただ、問題はそれだけではないのだ。

「こちらの時計、北国セウスで手に入れられたものではありませんか？　あちらの極寒の気候下で耐え得ることを前提として作られていますので、時計に使われている油も寒冷地仕様のものなんです。」

「寒冷地仕様？」

「はい。一口に機械に差す油と言っても、用途によって様々です。こちらの時計も寒い地方でこそ本来のパフォーマンスを発揮できる油が使われていると考えられますので、気候の温暖なこの国ではかえって不具合を起こしたのだと」

「それで、相談というのはなんでしょうか」

　油の種類について値を吊り上げるための与太話だと判断されてしまったらどうしよう、と思っていたジリアは、客が案外冷静に受け止めてくれたことに安堵した。

「こちらの時計ですが、北国にお持ちになるご予定はありますか？」

「――――いや、その予定は、ない……はず、です」

「でしたら、この国で普通に使われている油を使ってしまってもよろしいでしょうか？」

　何だか歯切れが悪いな、とジリアは思ったが、とりあえず確認を先にすることにした。重要なことなのだ。これでまた北国へ持って行くとなれば、今度は北国でうまく動かなくなってしまう可能性がある。そんなことになれば、修理の意味がないし、何より店の評判にも傷が付く。

「失礼な話になってしまうかもしれないのですが」

　躊躇うようにその藍色の瞳を沈ませた客がそう前置きをしたので、ジリアはじっと続きを待つ。

「この時計の出自を私は知らないのですが、北国のものだと断定する理由を聞いても？」

（――――なるほど）

　その質問に、ジリアはこの客が難癖を付けに来たか、純粋に疑問を口にしただけか、時計の修理を依頼するに値する相手か試しているか、この三つのうちのどれかだな、と推測した。ちなみに可能性はそれぞれ五割、一割、四割、である。

「それでしたら、お客様。少しこちらでお待ちいただいてもよろしいですか？」

「はい」

　立ち上がったジリアは急ぎ足で二階の居住スペースに上がり、本棚から目当ての本を抜き出すと、一階へと取って返した。

「こちら、北方の国セウスより取り寄せた本になります。こちらのページをご確認ください」

　図解が載っているのは、まさに目の前で蓋を開けたばかりの懐中時計だ。あちらの文字で詳しい仕様と値段が書かれている。セウスで取引されている様々なもののカタログのようで、どういう経緯かは知らないが、蚤の市で並んでいたのを祖父が購入した一冊だ。言葉が分からないながら、祖父と頭を寄せ合ってうんうん唸って内容を推測した思い出が懐かしい。

「確かに、同じもののようです。セウスの言語を読めるのですか？」

　美貌の客からキラキラとした目で見られ、ジリアはうっと半身を引いた。読めませんと断言すると、腕が疑われてしまうかもしれない。

「……ご納得いただけましたでしょうか」

　あえて明言しないことを選び、ジリアは何とか愛想笑いを浮かべる。客は信用に足りると判断したのか、修理――というより手入れ――を依頼してきた。預かり証を発行し、三日後の午後以降の仕上がりになると告げると、安堵した表情で店を去って行った。

「……お貴族様、かな？」

　ジリアは預かり証の写しに書かれたサインを見つめた。癖のない綺麗な字で「イリアス・クラスニフ」と書かれている。持ち込んだ品が品なので、貴族もしくは大商会のボンボン、というところだろう。どうしてこんな下町の古道具屋まで来たのかは知らないが、仕事が向こうからやってきたのは喜ぶべきことだ。

「あ……」

　そこまで考えて、ジリアは大切なことを思い出した。

「代金の話、一切忘れてた」

　本でしか見たことのない懐中時計にテンションが上がっていたのは否定しないが、迂闊にも程があるだろう。
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　ジリアの店に懐中時計が持ち込まれてから八日後、店のある下町から離れた貴族街の邸で、主のいない執務室に、そっと忍び込む影があった。だが、その影は周囲に人影がないことを気にしつつも、自分の姿を隠そうという気はないらしい。それも当然だ。執務室の主は彼の父親なのだから。

（これで、大丈夫……）

　飾り棚の下の引き出しへと無事に懐中時計を戻し終えた影は、慣れないことに早鐘を打つ鼓動を感じながら、入ったときと同じように物音を立てないよう細心の注意をもって部屋を出た。

　そのまま何事もなかったかのように自室へと戻ったところで、その影――イリアス・クラスニフは大きく息を吐いた。緊張の糸が途切れたのか、だらしなく寝台に転がる。

（何とか、無事に戻すことができましたね）

　彼が慣れない隠密行動をしていたのには勿論理由がある。

　――――始まりはちょっとした好奇心だった。仕事中に捌いていた書類の中に北国セウスの名前を見つけたとき、父が自慢していた懐中時計のことを思い出したのだ。もう一度見てみたいとは思うものの、わざわざ多忙な父に許可を得るのももどかしく、こっそり執務室に入って目当ての懐中時計を眺めていたときのことだった。不意に廊下から使用人の声が聞こえたことに驚いて、手を滑らせて落としてしまったのだ。慌てて蓋を開けてみれば針はぴくりとも動いていなかった。

（まさか、壊してしまった……？）

　心境は悪戯を叱られる子どもそのものだ。血の気が引いて何も考えられなくなること数十秒、ようやく落ち着いてきた頭でひねり出した隠蔽策が、修理に出すことだった。

（父と取引のない店へ持ち込まなければ）

　父が普段どういった店とやり取りしているのか知らないので、貴族向け以外の店を探すことにしたイリアスは、何年か前に名前を聞いた古道具店「アベリナ」のことを思い出した。そこの店主は日常で使われる、もしくは使われていた道具への見識が広く、修理等も請け負うという話を、平民出身の同僚から耳にしたことがあったのだ。

（まさか、あんな若い女性の口からあれだけ専門的な話が聞けるとは思いませんでしたね）

　シャツの胸ポケットに入れっぱなしになっていた領収書を取り出す。紙ではなく薄い木片の領収書を受け取ったのは初めてだ。少し丸みを帯びた字で金額と「時計の洗浄・注油作業費として」という但し書きがあり、さらに店名が焼き印されていた。貴族向けに商いをしている店では高価ながらも紙の領収書が使われているが、平民の間ではこちらが主流らしい。

（それにしても……）

　イリアスの脳裏に浮かぶのは、カウンターに座っていた少女の顔だ。赤茶色の髪をしっかり後ろにまとめており、清潔感を感じる出で立ちだった。最初に声を掛けたときには、奥から別の店員なり店主なりが出てくるのだろうと予想していたのだが、それを裏切って彼女自身が全てを対応していた。特にイリアスの心を鷲掴みにしたのは、彼女の瞳の輝きだ。最初の応対こそ小動物のように警戒して、忙しなく瞬きを繰り返しながら彼を見ていたというのに、問題の懐中時計をカウンターに出した途端、その真っ黒な瞳がキラキラと輝き出したのだ。彼女の口から、北国セウスの名が出たことにも驚いたが、イリアスの知らない寒冷地仕様の機械油の話を淀みなく説明する彼女の知識の深さが何より意外だった。少なくとも、彼の周囲にいる年頃の少女は、茶会とダンスと装飾品の話ばかりだ。かろうじて各種農産物や周辺国との関係など、知的な話ができる女性もいたが、それは後継者たれと厳しく指導されたほんの一握りでしかなかった。

（楽しそうでしたね）

　持ち込んだ懐中時計を見たときや、蓋を開いたときの好奇心や歓喜に満ちた瞳は、しばらく忘れられそうになかった。そして、慎重にピンセットで歯車に触れる真剣な眼差しも。

（きっと、好きなことを仕事にできているのでしょうね）

　死んだ目で仕事をこなしている自分とは大違いだ、とイリアスは瞑目した。

　イリアスはクラスニフ侯爵家の次男として生まれた。今は長男である兄ともども城で文官として働いている。兄は優秀で、同じ派閥から迎えた妻とも仲睦まじく暮らしており、子も二人いる。このまま父が程良いところで隠居し、後を継がせるのだろう。

　いっぽう兄と同じく文官の道を歩んでいたイリアスは、漠然と将来に対する不安を抱えていた。今は、生計を立てるためにこの仕事から離れられないが、その仕事の内容がときにイリアスを苦しめていたのだ。国家の運営というのは綺麗事だけでは終えられないし、上がってくる陳情にも優先順位をつけなければならない。結果、手のひらからこぼれていってしまった民のことを思うと、イリアスは鬱々とした気持ちになってしまうのだ。その上、貴族同士の利権に絡む案件に関わってしまったりすると、利己的な我欲を押し出し合う彼らの言い分に、ほとほとあきれ果ててしまう。

（こんなことなら、弟と同じく領地に引っ込んでしまえば良かったのでしょうね）

　末っ子である三男は、王都の水が合わないとハッキリ告げて、今は内政を手伝う日々と聞く。末っ子ほどの思い切りの良さがあれば、と思うが、既に文官として父と兄を手伝っている身だ。今更、仕事を変える気力さえ湧かなかった。

　そんなイリアスからすれば、好きなことを仕事にしている彼女は、憧憬の対象だった。

（私も、あんなふうに打ち込める仕事を探すべきなのでしょうか）

　イリアスは、キラキラした黒い瞳の彼女を思い浮かべながら、何度目かのため息をついた。

















第二章　新しい常連客












（あ、また来た）

　店の入り口の戸に付けられた鈴がカラン、と音をたてて来客を知らせる。やってきたのはフードを被ったあの客――イリアスだった。

「いらっしゃいませ」

「すみません、また来てしまいました」

「いいえ、どうぞお気の済むまで見て行ってください」

　無事に懐中時計を引き渡した後、日を置いて再び彼が来店したときは、血の気が引いた。手入れに不手際があったに違いない。返金か、下手したら賠償か、と最悪の想定をしながら引きつった営業スマイルを浮かべたものだ。

　だが、彼はそんな素振りは一切見せず、店に陳列された古道具を興味深げに眺めては、その用途や来歴を尋ねてきたのだ。単に新たな常連ができただけと分かって、ジリアは縮まった寿命を返せと叫びたくなった。

（前回来たのが五日前で、その前は八日空けてたわよね。やっぱり休みが不定期なのかしら）

　ジリアが『フードの貴人』と渾名あだなをつけたこの客は、今日はブロンズ製のペン皿をしげしげと眺めていた。ちなみに、このペン皿は常連さんの一人を想定して仕入れたもので、かなり汚れていたところをせっせと磨いて、先日陳列したばかりのものだった。

「そちらはブロンズ製のペン皿になります。詳しい来歴等は不明ですが、三十年ほど前に作られたものだと思いますよ」

「そうなのですか？　ちなみに、その年代の根拠を伺っても？」

　彼の問い掛けに、ジリアの営業スマイルが、純粋な笑みに変わった。彼は骨董や古道具に関しては確かに素人だが、疑問に思うところをしっかりと聞き返してくるのだ。ジリアとしても解説のし甲斐があるというものだ。

（おじいちゃんも、客を育てるのも大事って、よく言ってたわよね）

　古道具にときめく人間なんて少数派だし、困った時の間に合わせで来店する客も少なくない。だが、商売を続ける以上、客の数が先細りしないように門戸を広く開いて興味を持ってもらう努力はするべきなのだ。

「こちらのデザイン――楕円形の神樹の葉に天の御遣いが休息しているものは、四十年前ぐらいから流行した典型的なタイプです。そのデザインも百年ほど前のデザインのリバイバルなのですが、その時代とはブロンズの銅と錫すずの比率が随分と変わっていますので、色合いでどちらの時代のものか判断できるようになっていまして――――」

　興味がなければ途中で止められてしまうような説明も、彼は真剣に耳を傾け、時折、逆に質問を挟んでくる。それに手応えを感じて、ジリアもついつい説明に熱が入ってしまってその結果、話が長くなってしまうのだ。

「ありがとうございます。淀みない説明といい、本当に造詣が深いのですね」

「そんな、店に出す以上、しっかりと確認はしますから」

　賞賛を謙遜で受け取ったジリアは、微妙に彼から視線を外していた。説明に熱が入るといつも失念してしまうのだが、このとんでもなく整った顔の男性を相手に、目を見て話すというのは、なかなかに難易度が高い。
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「あぁ、ところで、こういったものに興味はありませんか？」

　彼は鞄から薄いリーフレットを取り出して、ジリアに差し出す。あまりに自然に差し出されたので、ジリアは受け取ろうと手を出して、慌てて引っ込めた。

「え、これって、二十年前の博覧会のパンフレットじゃないですか！」

　彼が見せたのは、二十年前にこの国で開催された国際博覧会のパンフレットだった。各国の技術や芸術の粋を極めた品々が展示された催しなのだが、残念ながら展示物を見るためにはそれなりの入場料を支払う必要があり、祖父が見に行けなかったと無念そうに話していたことをよく覚えている。

「我が家の書庫でまとめて埃を被っていたので、持って来てみたのですが」

「か、買い取り、ということですよね……？」

　どうしよう、いったいいくらで値を付ければいいんだろう、とジリアの頭がフル回転する。

（当時、貴族や大商会ぐらいしか見に行けなかったって話だけど、パンフレットなら数はたくさん存在しているはずよね。でも、参加国の出展物の簡単な紹介文なども書かれているって聞くし需要は十分に――――）

「いえ、差し上げようと思って持って来たのですが」

「紙モノの収集ってどの店が力を置いてたかしら、最悪ちょっと出張してきてもらって……はい？」

　伝手つてのある同業者をいくつか思い浮かべていたところに、予想外な単語を聞かされて、ジリアはぽかんと口を開けて彼の顔を見てしまった。少し反応に困ったような顔を浮かべていても、やはりイケメンである。

「って、え？　いやいや、買い取りますよ？」

「いえ、本当にあり余っているものですので」

　イリアスは、王城の書庫の隅にまとめられ、それこそ厄介物扱いされていたものを持って来ただけなのだ。今後のために何部か保管するが、残りは廃棄予定だとも聞いている。

　そんな裏事情を知らないジリアだが、はいそうですか、と受け取れる程、金に困っていないし、何より古道具屋としての矜持きょうじがある。ただで貰うなどできるわけがないのだ。ちょっぴり金に困ってはいるけれど。

　これも立派な仕入れなのだから、しっかり買い取ると主張するジリアに、廃棄予定の束から引っこ抜いてきただけだと申告するイリアス。平行線になりかけた交渉は、最終的にジリアが委託商品のような形で預かることに落ち着いた。この店で保管し、どこぞへ買われた時点でイリアスに代金を払う、という形である。

　イリアスが帰った後、ジリアは亡き祖父を思い浮かべながら「なんか、熱心だけど変なお客さんが居着きそう」と思わず呟いてしまった。
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「なるほど、『フードの貴人』ねぇ」

　店番をするジリアの向かいで、ふむふむ、と真っ白な顎ひげを撫でるのは、祖父の知己であるユロフだ。祖父の茶飲み友達だった彼は、ジリアのことを幼い頃から知っている一人でもある。古道具の良さに目覚めた彼女を、がっつり沼に落とし込んだ一人とも言うが。

「まぁ、嬢の言う通り、貴族だろうなぁ……」

　ユロフの指摘に、ジリアも頷いた。

「やっぱりそうですよね。持ち込まれた懐中時計だけならともかく、その他のことも考えると……」

　五日から十日おきに来ている彼は、懐中時計や博覧会のパンフレットの他にも、家で埃を被っているから、廃棄予定だから、などと理由をつけていくつかの品を持ってきていた。それだけではなく、ほとんど毎回何かを購入して帰っていくのだ。小物が主だが、それにしても支払った総額はなかなかのものである。太客ができたと純粋に喜びたいが、相手が貴族となると難しい。

「まぁ、今のところはお互いに節度ある対応をしているとは思うが、いつあちらの気が変わるか分からん以上は、なるだけ深入りせんのが一番だろうよ」

「ですよね……」

　ユロフの意見には、ジリアも賛成だった。

（今はちょっとした買い物と、ちょっとした持ち込みで留まっているけれど、いつ、どうなるかは分からないもの）

　もちろん、貴族の権力を振りかざしてどうこうするタイプの人間には思えない。それでも、深入りしないに越したことはない。貴族に睨まれたらこんな下町の店などあっという間に吹き飛ばされてしまうのだから。

（確か東方にピッタリの言葉があったわよね。――――そう、触らぬ神に祟りなし、よ）

　自分の解説を素直に聞いてくれる彼の顔を思い浮かべると、少しばかり胸が痛む。だが、ジリアは祖父のこの店を守りたいのだ。

「それで、その持ち込まれたパンフレット、というのは見せて貰えるのかな」

「あ、はい、まだ買い手がついてませんから」

　ジリアは鍵付きの棚から、彼の持ち込んだ国際博覧会のパンフレットを取り出した。虫除けの布に包まれたそれを差し出すと、ユロフも心得たものでしっかり手袋を装着してから、食い入るように見始めた。

（やっぱり、そうなるわよね）

　ユロフの気持ちはよく分かる。ジリアも預かったその日に同じことをしたからだ。参加国の技術の粋を極めた品々や催しの説明に、あれこれ想像しては心躍らせたものだ。買ってくれそうな同業者の目星をつけてはいるのだが、もっと目に焼き付けてから持ち込もうかと考えている。

（それにしても、どうやって距離を保てば良いのかしら）

　ジリアは先日来た『フードの貴人』――イリアスとのやり取りを思い出した。

『こういった本は、必要とされる方にこそ持っていて欲しいと思うのです』

　そういって差し出された本は、時打ちの置き時計――スイッチを押すと今何時なのかを鐘の回数で教えてくれる――について書かれた技術書だった。ジリア自身は壊れた時打ちの置き時計を蚤の市で見かけたことはあっても、その機巧についてはさっぱり知らなかったため、正直中身を読みたかった。だが、その本の価値が分かるだけにおいそれと手を出すわけには行かなかったのだ。

　できるだけ気を悪くしないように丁寧に、一方的な施しならばいらないことと、良い客でさえいてくれればいいことをオブラートに包んで説明したのだが、どうあっても受け取らないことを悟ったイリアスが気落ちして、まるでしょげたワンコのようにも見えてしまった。ジリアにしてみれば、自分の欲求をねじ伏せて拒否したというのに、かえって何故か罪悪感を覚える結果になったという泣きっ面に蜂の出来事だった。

（あんな顔を浮かべるなんて、反則よ、反則！）

　いつもは美形の好青年だというのに、あんな庇護欲をかき立てる表情を見せるなんて、とジリアは心の中で腕を振り上げて憤る。あそこで絆ほだされなかった自分を褒めてやりたい。

「――――はぁ、素晴らしいね」

　ユロフのその声に、ジリアはハッと現実に引き戻された。

「そうですよね。本当に想像してるだけで幸せな気分になれるというか、あたしも内容を確認した日の夜は興奮でなかなか寝付けませんでした」

「嬢もそうだったのなら、うーん、儂わしも今夜はまずいな」

「なんだったら寝酒とかお勧めしますよ」

「そうだよなぁ。うちのカミさんに酒を減らすように言われたばかりなんだが、こればかりはなぁ」

「それは……寝ない覚悟をするか、ちょっと怒られる覚悟をするか、悩みどころですね」

　ユロフの奥さんに実際に会ったことはないが、何度もその怖さについて聞かされたことのあるジリアは、同情の視線をユロフに向ける。

　なお、次に来店したときにユロフからは、奥さんにチクチク言われながら寝酒を嗜んだという愚痴を聞かされた。
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「女性というのは、何を贈れば喜んでくれるのでしょうね……」

　どこか遠いところへ視線を向けながら、誰にともなく呟いたその声に呼応するように、ガチャン、と陶器同士がぶつかり合う音がした。

「は？　イリアス、お前、今、何て言った？」

「失礼、口に出してしまっていましたか」

　城で文官として働くエゴル・メルニクは、真面目過ぎる同僚イリアスを休憩に引っ張り出し、お茶を飲んで一息ついたところだった。いつもと変わらぬ一幕だったはずが、イリアスの爆弾発言に取り乱す羽目となった。

「お前が？　女性に？　贈り物？　あれだけ求婚を蹴り続けておいて？」

「人聞きの悪いことを言わないでください。私の家柄しか見ていない相手を受け入れろというのですか」

　少しだけ眉間に皺を寄せたイリアスに、エゴルはそっとため息をついた。確かに次男とは言え、生まれは侯爵家、しかも当主は現宰相だ。相手が家柄も見ていることも確かだろうが、どうしてイリアスの顔も目当てだと気がつかないのか、と。

「へこたれずに何度も求婚して来るのとか、一概に家柄だけが目当てとも言えないんじゃないか？」

「自己紹介するのに家格と刺繍の腕前しか口にしない令嬢方のことを言っていますか？　だとしたら、どうぞエゴルに譲りますよ。ああいった令嬢を隣に置くなんて、兄と父に対する害になる未来しか見えませんから」

「辛辣だな。ま、こっちも願い下げだが」

　エゴルは改めてイリアスをまじまじと見る。家の不利益になってはならない。そういう理由が最初に来るなんて、本当に真面目だな、と。

「まぁ、いい。それで、どんな女性なんだ？」

「はい？」

「お前が贈り物をしたい相手のことだよ」

　エゴルの問い掛けに、イリアスはふと考える素振りを見せた。相手のことをすぐに明かそうとしない様子に、よほど内緒にしたい相手なのかとエゴルは勘繰る。

「年齢はおそらく、私より若いです。会話から彼女が喜びそうなものを選んだのですが、断られてしまったので」

「断られた？　お前からのプレゼントを？」

「一方的な施しはいらない、という理由でした。そんなことをしなくても、これまで通り足を運んでくれればいいから、と」

　エゴルは目を丸くした。信じられない、その一言に尽きる。イリアスの女性に対する経験値は彼の知る限りゼロなのだが、仕事上の彼はよく気配りのできる男なのだ。それこそ、あちこちに気を遣い過ぎてストレスを溜めてしまわないかと心配になるぐらいに。そんな彼がプレゼントの選択を間違えるとは思えなかった。

「何というか……、女性にしては珍しく自立心があるんだな？」

　ここでエゴルは致命的な勘違いをしていた。イリアスの周囲の女性だからと相手を貴族女性に限定して考えていたのだ。彼がその勘違いに気がつくのは随分と先のことになる。

「まぁ、そういう相手との距離を詰めたいって言うんなら、男連れでしか入れない場所に連れて行くとか、もしくは菓子や茶葉なんかの消え物で様子見をするか、……あぁ、石鹸や化粧品なんかは絶対に手を出すなよ？　あれは相手の好みをしっかり把握しておかないとかえって好感度を下げるからな？」

　指を一つずつ折りながら案を出すエゴルを、イリアスは感謝に満ちた瞳で見つめていた。

「すごいですね、さすが数多くの女性とお付き合いをしただけはあります」

「やめろ。その評価は逆に最悪だ」

　エゴルは手を大きく振る。そんな彼の向かいに座っていたイリアスは「よし、方針は決まりました」と独りごちて立ち上がる。

「アドバイスをありがとうございました。お礼代わりと言ってはなんですが、この休憩の前に貴方がチェックしていた書類ですが、小計に計算ミスがありましたので、もう一度確認することをお勧めします」

「は？　ちょっと待て！　そういうのはもっと早く言えよ！」

「そんなことをすれば、貴方はゆっくり休憩できなかったでしょう？」

　そう言ってスタスタと去って行くイリアスの背中を「何だよ」とエゴルは見送った。

「本当に仕事は優秀なんだがなぁ……」

　エゴルは「この書類のチェックが終わったら一緒に休憩に行こう」と、彼の目の前で書類をひらひらとさせただけだ。だというのに、その短い時間で彼はそのミスを発見したことになる。

「いったい、あいつが執心する女っていうのはどんな女なのかね」

　彼はぽつりと呟きを落とし、自らも休憩を切り上げるべく立ち上がった。

















第三章　悪意の来店者












（うーん、そろそろ来てもいい頃なのよね）

　カウンターで頬杖をついてジリアが思い浮かべるのは、イリアスのことだ。

　明らかに高価な技術書を贈って来ようとしたのを固辞した後、もしかしたら足が遠のいてしまうかもしれない、という心配をよそに、『フードの貴人』はやっぱり数日おきに来店していた。相変わらず店の外ではしっかりフードを目深に被っているので、目立たないのは嬉しいが、店内でフードを外されるとその美貌があまり目に優しくないので、ちょっとご遠慮願いたいという気持ちもある。それだけ心を許して貰えているという証拠なのだが、一度、意識してしまうとなかなか平常心を取り戻せなくなるから困るのだ。

　そんなことを考えていると、店の入り口にある鈴がカラン、と音をたてた。

「いらっしゃいませ」

　顔を上げると、来客は一度も見たことのない顔――要はご新規さんだった。男性の二人連れということは、もしかしたら同業者さんか冷やかしかもしれない。少しばかり身構えながら客の動きに目を配っていると、陳列された売り物には目もくれず、二人はまっすぐにジリアの居るカウンターへ向かってきた。

「この店、修理とかも請け負ってるって聞いたんだが」

「え、あ、はい。あまり精密なものや、専門的知識が必要となるものでなければ、ある程度は請け負っていますが」

（なんだ、誰かから修理ができるって話を聞いただけなのね。それなら、ご新規さんでも納得だわ）

　ジリアはちらりと足元の工具箱に目をやった。どんなものが出て来るか分からないが、今後の口コミに関わるかもしれないから、最善を尽くそう、と。

「これなんだが」

「……」

　ドン、とカウンターに置かれた飾り気のない金属の箱を前に、ジリアの営業スマイルが固まる。持ち手のついたその箱には、小さな鍵穴と数字を合わせるダイヤルがある。いわゆる金庫の類いだった。

　ジリアは再び足元を見た。工具箱に入っている鈍器をいくつか思い浮かべる。カウンターに置いてあるハンマーだけでは対処できないかもしれない、と。

「えぇと、こちらは、どういった……？」

「鍵がなくなってな、開けてもらいたいんだ」

（……やっぱり、ダメなヤツだったわ）

　予想通りだっただけに、ジリアは落胆する。

　もちろん、こうした鍵を開けることは技術的には可能だ。据え置き型の鍵付き戸棚の出張鍵開けも請け負ったことがある。ただし、こういう仕事を請け負うのは、確実に持ち主だと分かっている場合だけだ。以前、付き合いのある店で、店長と店員が見守る中で鍵開けをした。互いが監視役となり、ジリアが中身に手を出さないか、本当に店の物なのかという保証が取れる場を整えたのだ。あれは別の意味で緊張したと後になって思ったものだ。

　だからこそ、この仕事は請けてはいけないものだ。この金庫の持ち主かどうかも分からない以上、下手をすれば盗人の片棒を担がされることになりかねない。

「申し訳ありません。そういった仕事は請けてはおりませんので」

「金庫の鍵を開ける仕事もしていたと聞いたんだが？」

　そんなことをホイホイ口外するのは誰だ、とジリアは毒づいた。金庫の鍵開けの仕事は互いに口外しない誓約をきっちり結んでいる。そういうのは店にとっても信用を失い兼ねないからだ。

（いえ、今はどこから洩れたのか、ということより、どうやってお帰り願うかが問題ね）

　最悪、裏口から逃げるしかないか、というところまで考えてから、ジリアは客に向き直った。

「こういった仕事はトラブルの種になりますので、確実に依頼主が依頼品の持ち主であると判断できる場合のみ、請け負っております。大変申し訳ありませんが――――」

　バン！　とカウンターを殴りつける大きな音が、ジリアの説明を遮った。

「俺らが盗品を持ち込んで来た、とでも言いたいのか？　あぁ？」

「この店は客を盗人呼ばわりするってぇのか？」

　二人がかりで凄まれ、ジリアの背筋が冷たくなる。音に驚いて思わず一歩引いてしまったので、カウンターに置いてあるハンマーからも遠ざかってしまった。だが、それならそれで逃げの一手を打つだけだ。祖父の大事な店を荒らされる心配はあるが、何事も命あっての物種だ。

「で、でしたら、お客様の身の証を立てられる物と、そちらの依頼品がお客様のものである証拠をご提示ください。そうでなければ、こちらとしても――――」

「できるんだろ？　四の五の言ってないで、とっととやれ」

（これは絶対ダメなヤツ！）

　決断したら、そこから先の行動は早かった。ジリアはくるりと踵を返して裏口に駆け出す。背中に罵声が浴びせられるが、そんなのは知ったこっちゃない。

（とにかく店を出て、自警団の詰め所に――――）

　価値の高い売り物は鍵付き戸棚にしまってあるから、きっと大丈夫！　と自分に言い聞かせながら足を動かす。裏口のドアを開けて、外の空気に触れ、これで大丈夫――――と思った。

「なんだ。兄ィの心配がドンピシャじゃん」

（三人目――――？）

　ぬっと出てきた男に腕を掴まれ、ジリアは倒れそうになる。だが、男の強い力はそれすら許さなかった。

「おっし、よくやった。早く中に戻せ」

「へい兄ィ！」

　何とか逃げだそうともがくが、荒事に慣れているのか、三人目は体勢を崩すことすらしない。

「まったく、とんだ跳ねっ返りの嬢ちゃんだな。――――で、痛い目に遭いたくなけりゃ、できるよな？」

　兄ィと呼ばれていたからには、その男がリーダーなのだろう。黒髪に目の下にうっすら傷のある男が、凄味を含む笑みでジリアに語りかける。

「できません」

「へぇ？　さすが女だてらに一人で店を切り盛りするだけのことはある。強情だな」

（やっぱり、うちの店のことをよく知られてる……？）

　祖父から受け継いでから、そこまで店主が替わったアピールはしていないはずなのに、やたらとこちらの事情に詳しい彼らに違和感を覚えた。

「職業倫理の問題です。できないものはできません」

　ジリアも虚勢を張ったところで意味はないとは分かっていた。けれど、これはもはや意地の問題だ。祖父から継いだ店の看板に泥を塗りたくない。

「だってよ、どうする？」

「どうするもねぇだろ。女一人しかいねぇ店なんだし、ここ拠点にしてじっくり説得するだけだ。――――おい、店閉めてこい」

　リーダーの指示に、男二人が動き出す。店の出入り口を閉め、しっかり鍵をかけるどころか、閉店の札まで掛けてくる念の入れようだ。

「ちょっと、勝手に人の店を……っ」

「悪いな、嬢ちゃん。今からここは俺たちの根城ねじろだ。恨むんなら、女一人で店を開こうとした自分を恨むんだな」

　棚から持ち出された梱包用の紐で、乱暴に両腕を後ろで縛られたジリアは、無力感に苛まれながらもリーダーを睨み付けた。

「おーおー、粋がっちゃって。俺たちはちょうどいい宿と都合のいい鍵開け役が転がってたのを拾っただけだぜ？」

「汚い仕事なんてするわけないでしょ……っ！」

　がるる、と威嚇するジリアに、リーダーは堪えた様子一つ見せない。ジリアを馬鹿にしたように軽く肩をすくめて見せる。

「兄ィ、これ使えないんじゃないっすか？」

「どうだろうな。とりあえずクスリ使ってから考えてみるか」

　不穏な言葉を発したリーダーが、自分のカバンから小さな小瓶を取り出し、ジリアの眼前に持って来ると揺らしてみせた。薄桃色の錠剤がシャラシャラと音を立てる。

「これはな、ヤバいぐらいに気持ち良くなる代わりに、これ無しじゃいられなくなるっておクスリだ。分かるか？」

　リーダーがニヤニヤと笑みを浮かべながら、臭い息をジリアに吐きかける。

「どんな真面目なヤツも、一度ハマればクスリ欲しさに何でも素直に受け入れるようになるもんだが、――――どうする？」

　黄ばんだ歯を見せるように笑い、リーダーがジリアの顎を掴んだ。

「クスリなしで仕事してもらってもいいんだぞ？」

　これが最後通牒つうちょうだとばかりに、リーダーの声が響く。ゲラゲラと男二人がジリアを指差して笑っていた。「あれで優しさのつもりかよ」「相変わらずえげつねぇな兄ィ」と嗤っている。

（お、じいちゃん、ごめんなさい！）

　ジリアは震えそうになる口元を、ぎゅっと引き締めた。怖い。怖くて仕方がない。笑いながら他人の人生を粉々に打ち砕く話をしている男達が怖い。それでも、ジリアは、祖父に恥じない生き方を選びたかった。

「するわけがないじゃない。馬鹿にしないで」

　そう言い放って睨みつけた途端、視界がブレた。頬を殴られ、店の床に叩きつけられるように倒れ込んだのだ。じんじんと熱を持つ頬が、痛みに変わるまでそう時間はかからなかった。

「おい、押さえとけ」

　リーダーの低い声に、男二人がかりで身体を起こされたジリアは、一人にしっかりと身体を押さえつけられ、もう一人に顎を掴まれる。目の前には苛立ちに顔を歪めるリーダーがいた。

「安心しろ、後悔する時間もなくなるぜ」

　鼻をつままれ、呼吸を阻害されたジリアは顔を真っ赤にしてそれでも口を開けるまいと耐える。だが、それも単なる時間稼ぎにしかならず、思わず口元を緩めたところで、錠剤を口内に放り込まれた。吐き出す間もなく上を向かされ、酒を注がれる。

「んぐっ、むぐぅっ！」

「いいから飲め。遠慮はいらねぇよ」

　空気を求める身体は、ジリアの意思に反して注がれたものを全て胃の腑に送り込んでしまう。慌てて吐き出そうとしても、もはや遅かった。

「おい、解いてやれ」

「うぃっす」

　身体をくの字に折って咳き込むジリアに、後ろ手に縛られていた紐を解いた男たちは、ニヤニヤと彼女を見下ろしていた。

（なに……？）

　どうしてこのタイミングで戒めを解かれたのかも分からず、ジリアは困惑した。逃げられるなら逃げてみろという余裕なのか、それとも――――

「どうした？　あれだけ逃げようとしてたのに、もう諦めたか？」

「なん、で……」

「別に逃げてもいいぜ？」

　リーダーの言葉に不審を覚えつつ、ジリアはゆっくりと立ち上がった。だが、男たちは誰も動こうとしない。

（何を考えているの……？）

　意図が全く読めないまま、ジリアはそっと裏口にじりじりと下がる。視界には男たちを入れたまま、ゆっくりと。

「――――逃げられるもんならな」

「……んぁっ！」

　そのリーダーの言葉が最後の引き金だったかのように、ジリアの身体が変調を訴えた。

「ははっ、やっぱり酒との相性は格別だなぁ！」

　男達の笑いが聞こえる。ジリアはカウンターに手をかけ、かろうじて立っている状態だった。

（なに……あつ……い）

　心臓がむやみに早鐘を打ち、身体が芯から熱くなる。そのくせ指先や足先は冷たく感じるのだから、まったくわけがわからない。

「は、……ぁっ」

　膝ががくがくと震える。とうとうしゃがみ込んでしまったジリアを見て、男達はゲラゲラと笑い始めた。

「どうします？　とっとと剥いちまいますか？」

「いや、あれだけ偉そうに言ってくれたんだ。あっちから懇願するまで待とうぜ。どれだけ耐えられるかをよぉ」

　カッとジリアの顔が熱くなる。じんわりと涙さえ勝手に浮かんできた。クスリによるものか、それとも羞恥によるものか。

「この、卑怯者……っ！」

「おーおー、そんな真っ赤な顔して涙目で睨まれても、誘われてるようにしか見えねぇぜ？」

「違ぇねぇ」

　心ない言葉を浴びせられながら、それでもジリアの熱はどんどんと上がっていく。ジリアを冒す熱はじわじわと彼女の下腹部に集まっていくようだった。神経が研ぎ澄まされ、服が肌に擦れる些細な刺激すら、彼女の熱を急き立てる。そのもどかしさに、身につけている服を全て脱ぎ捨ててしまいたくなる衝動が湧き上がった。

（なんて、ひどい、クスリなの……！）

　男達の魂胆は分かっている。この衝動に負け、屈服するのを待っているのだ。

（やだ、負けたくない。こんな卑劣な連中に……！）

　ここで負けてしまえば、ジリアの身体が蹂躙されるだけでなく、祖父の遺したこの店も彼らの悪事の拠点とされてしまう。それだけは絶対に許せなかった。

　だが、ぎりり、と彼女が歯を食いしばって耐えても、じわじわと身体を蝕む熱が彼女の理性に総攻撃をかけてくる。

（いやだ、こんなの絶対に……！）
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「はぁ、本当に飽きませんねぇ」

「うるさいですよ、アルマン」

　フードを目深に被った男の隣を、焦茶の髪を持つ壮年の男が付き従うように歩いている。アルマンと呼ばれたイリアスの護衛は渋い顔を浮かべた。目当ての店の前に馬車をつけることができないため、近くの馬車留めからはこうして歩くしかないのを、警護上の問題があると何度も奏上しているにも関わらず、アルマンの護衛対象は聞く耳を持たないのだ。

　本来ならばもっと強気で留めなければならないのだが、基本的に真面目一辺倒なこの次男坊が勉強や仕事以外に見つけた興味の種を潰したくないと思ってしまうのは、彼が幼い頃から護衛に就いているアルマンだからなのだろう。

「ん……？」

　イリアスは首を傾げた。目当ての古道具屋「アベリナ」の前まで来たが、店の入り口には閉店の札が提げられていたのだ。事前に聞いていた店休日でもないのに。

「配達にでも出ているのでしょうか？」

　一人で切り盛りしている以上、ちょっとした出張や何かで一時的に店を閉めることもあると聞きましたね、とイリアスは肩を落とした。

「……いや、ちょっと変ですよ、これ」

　アルマンが人差し指を立てて口元に持っていく。手振りに従って腰を落としたイリアスは、隣のアルマンが小さく「中から複数人の声が聞こえます」と囁くのに目を大きく見開いた。

「イリアス様、ちょっと様子を確認するので、ここを動かないでくださいね。絶対ですよ」

「……分かりました」

　アルマンが裏口の方へ足音もなく移動していくのを、イリアスはもどかしく見送った。中で何か異変が起きているのなら、すぐにでも突入して状況を確認したい。だが、ある程度の自衛手段は身につけていても、護衛を付けられている身だ。アルマンに任せるのが正解なのだと自分に言い聞かせる。

　もどかしく長く感じた時間の果てに、ようやくアルマンが苦い顔をして戻ってきた。

「マズいです。イリアス様。店の中がならず者に占拠されてます」

「は？　ちょっと待ってください。店長は？」

「あー……、ちょっと、いや、かなり？　マズい感じですね」

「！　すぐに助けに」

「いやいや、待ってくださいイリアス様。いますぐ生命の危機って感じじゃありませんでしたし、ここは下町なんですから、まずは管轄の自警団を呼んで」

「そんな悠長なことを言っていられるわけがないじゃないですか！」

　アルマンは額に手を当てて、小さく首を振った。面白そうだからと放置してきたが、ここまで熱くなられるのは予想外だった。今まで浮いた話一つなかったとは言え、拗らせ過ぎたか……？　と呟く声は、残念ながらイリアスの耳には入らなかった。

「自分はイリアス様の護衛なんですよ？　それを分かった上でそう言ってます？」

「……確かに無理を言っているかもしれません。ですが、アルマンが動かないのであれば、私が動くだけです」

「はぁ……。いいですかイリアス様。自分が表から入るので、突入した音が聞こえたら、裏口から入ってください。ならず者は三人。パッと見ではそこいらのゴロツキにしか見えませんが、万が一、敵わないと判断したら逃げてください。いいですか、これは絶対ですよ」

「分かっています。業務外のことをさせてしまってすみません」

「まぁ、イリアス様を守ることの延長、という判断にさせてもらいますよ。とりあえず一人だけでいいので止めてください。あとは自分が片付けます」

　イリアスは力強く頷くと、できるだけ足音を殺して裏口へと回った。戸口に手をかけながら、ひたすらに物音を待つ。もし、自分にもっと――護衛に有無を言わせない程の剣の腕があったのなら、一人でも上手く立ち回れただろうに、と歯がゆく思う。だが、今はできることをするべきだ。ここではアルマンの指示に従うのが最善策。必ず一人は止めること、自分の身を最優先にする……こと。

（アルマンは生命の危機ではないと言っていましたが……）

　逆に考えれば、生命以外の危機に陥っているということなのだろう。そんな状況に彼女を放置することなんてできない。

「……！」

「……っ!?　……っ！」

　店内から洩れ聞こえる声の中にアルマンのものが混じっているのを確認し、イリアスはそっと裏口を開けた。幸い鍵は掛けられていない。護身用の短剣を握りしめたまま、できるだけ足音を殺して入ると、アルマンに気を取られている一人を後ろから剣の柄で殴りつけた。そのまま気を失わせることはできなかったが、頭を押さえて振り返った相手の顎をめがけて掌底を叩きつけ、ふらついたところを自分の体重を使って押し倒した。

（アルマンは――――）

　店内を見れば、アルマンの鮮やかな動きで二人目が床に倒れるところだった。一人目は店の入り口近くに倒れているようだ。イリアスの位置からは足先しか見えないが。

「イリアス様、ありがとうございます。そのまま押さえといて下さい。こっちは二人とも昏倒させてしまったんで」

　そう告げたアルマンの目が、つい、とイリアスが押さえている男に向けられる。

「それで？　店主に何をした？」

　アルマンの声が、うってかわって冷ややかな響きを帯びた。

「……」

「しゃべる気がないならそれでいい。お前らの持ち物から判断するだけだ。しゃべる気が少しでもあるなら自警団に口をきいてやってもいいが？」

　唯一意識の残っている男は、忙しなく視線をあちこちに飛ばした。

「オ……、オレが喋ったことは、二人に言わないで貰えるか？」

　囁くような小さい声の懇願に、アルマンは頷いて見せた。

「あ、兄ィが持ってる薬だ。黒の上着を着てる方……腰の鞄に小瓶が入ってる」

「何の薬だ」

「詳しくは知らねぇ。依存性の強い媚薬って話で」

「ちっ、最近出回ってるアレか。――――イリアス様、店内にあるもんで、こいつら縛れそうなもんはありますかね」

「……おそらく、カウンターの足元あたりに」

　イリアスは今すぐ吠えたい衝動を堪えながら答える。平坦な声音になってしまったが、特にアルマンは気にした様子はなかった。

（媚薬！　媚薬だなどと……!?）

　震える拳は怒りのせいだ。どうして彼女がこんな目に遭わなければならない。古道具の知識を喜々として語ったり、新たな知識を貪欲に得ようとしたり、真っ当な商いをしているだけなのに。

　首尾良く荷造り用の麻紐を見つけたアルマンは、倒れた男二人とイリアスに組み敷かれた男を順番に縛り付けていく。

「淡い桃色……やっぱりこれか」

「知っているんですか？」

「ちょっと問題になってるんですよ。一応、緩和剤があるんで飲ませてください。オレは自警団にひとっ走り行ってくるんで、絶対ここから動かないで下さいよ」

　そう言うなり、アルマンは水薬の入った小瓶をイリアスに押しつけ、店を出て行った。

「店長さん、……店長さん？」

　イリアスは床に倒れたまま浅い息を繰り返すジリアを抱き起こした。苦しいのか顔は真っ赤に染まり、時折、襟を強く握っては離すことを繰り返している。

（私がもっと早く来ていれば……！）

　イリアスは後悔に苛まれながら、ジリアの口元に薬瓶を寄せた。
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（あつい……）

　ジリアは身の内から溢れるような熱を、意地だけで耐えていた。身体のあらゆる場所の感覚が鋭敏になっているのに、頭の中だけがどんどんぐずぐずに溶けていくような錯覚に陥る。

（触りたい……、もうめちゃくちゃに触って欲しい）

　欲望に負けそうになるたび、自分を蔑むように嗤う男達を思い出し、すんでの所で踏みとどまる。そんなことを繰り返しているうちに、とうとう幻覚まで見えるようになってしまったようだ。

「店長さん、飲めますか？」

（どうしよう……、イリアスさんの顔が見える気がする）

　心配そうに自分を覗き込む彼の姿に、涙が浮かぶ。それと同時に何と卑劣な薬を飲まされたのか、と憤った。口元にとろり、と何かが流し込まれた気がして、慌てて吐き出す。どうせ、焦れた男達が追加の薬でも飲ませようとしているに違いない。

「店長さん！」

「……そんな、手に、かかるか、っての。あたしは、絶対に、負け……ない」

　驚いた表情の幻覚を見て、ざまぁみろ、と少しだけ溜飲を下げる。それが本物の彼とも気付かずに。

「店長さん。……失礼します。お怒りは後でいかようにも」

　イリアスの幻が何かを言った気がした。けれど、ジリアはもう何度目か分からない自分の中から湧き上がる劣情を堪えるのに必死で、その内容までは耳に入らなかった。

「！」

　唇に柔らかいものが触れる。キスをされている、と慌てて抵抗するが、無理矢理押さえつけられてしまった。舌がぬるりと入り込み、生温かい液体が喉の奥に流し込まれる。

「～～っ！　ん～っ！」

　暴れても強く抱き締められてしまい、とうとうその液体を飲み込んでしまったと気がついたときの絶望といったらない。ぎりぎりで堪えていた心が、ゆっくりと諦念の方に傾いていく。

「店長さん？　今のは緩和剤です。これで少しは楽になるといいのですが」

　幻覚が彼女を宥めるように背中を撫でる。そんな何気ない行為さえ快感が呼び起こされて、ジリアの身体が震えた。

「ひどい汗です。体調がこれ以上悪くなる前に、水分を補給しなければ……」

（え……？）

　ジリアは涙に滲む視界で、懸命に目を凝らした。

「イリアス、さん？」

「あぁ、良かった。大丈夫……ではないですよね。今、緩和剤を飲ませたので、少しは落ち着くと思うのですが」

「幻覚、じゃ、なく、て？」

「はい？」

　ぽろり、と涙が一筋こぼれ、ジリアの視界がクリアになる。そこには心配そうな表情を浮かべたままのイリアスがいた。

「おーい、ご近所さんに自警団呼んでもらったから、店主さんを……ん？」

　見知らぬ男が声を掛けて来なければ、非常に気まずい思いをしていただろうことを思えば、アルマンの乱入も悪いものではなかった、とジリアはのちに思ったとか。

　――――結局、自警団に対するあれこれはアルマンに頼むことにして、ジリアはイリアスに二階の居住スペースに運んで貰うこととなった。

「あ、の、喉渇きましたよね。場所を教えて貰えれば私が――」

　寝台に座らせたジリアに、イリアスが問い掛ける。だが、ジリアは全然別のことを考えていた。

『店主さんが盛られた薬は裏じゃメジャーなもんでな、質の悪い娼館なんかでも使われてるやつだ。依存性はあるが、一回程度なら問題はない。効果は一日程度だが、緩和剤を飲んだから症状はマシになってんだろ』

　イリアスの護衛だという男から聞かされた薬の詳細は、決して良いものとは言えなかった。

『娼館で使われてるだけに避妊効果もある。ついでに中に男の精を受ければ症状が劇的に緩和される。焦らして懇願させて熱が引く。その落差の激しさも依存が高まる一つの要因なんだが』

　アルマンは始終サバサバとした物言いだったが、そこで小さく咳払いをして『決まった相手がいるなら、呼ぶが？』と尋ねてきた。ジリアの脳裏に一瞬だけ元婚約者――デニスの顔が思い浮かんだが、慌てて打ち消した。首を横に振ったジリアを見て、アルマンは少しだけ目を逸らして『じゃぁ、イリアス様頼みますわ。判断は任せます』と二人を二階に送り出したのだ。

「イリアスさん」

「はい。コップはどこに――――」

「抱いてくれませんか」

　ジリアのセリフに、イリアスは石像になったかのようにギシリと動きを止めた。

「店長さん、待ってください」

「ジリアで構いません。もう適当な扱いで全然構わないんで、さくっと抱いてください」

「いや、早まるのはよくありません。私は」

「本当につらいんです。正直、目の前にイリアスさんが居なかったら、服も全部脱いで自分で発散させたくて仕方がない。……でも、護衛のアルマンさんが言うことが本当なら、それでもこの熱から解放されないんですよね」

「それは……」

　イリアスは、ジリアの気持ちが分かるものの、そう簡単に頷けなかった。イリアスにとって、ジリアはそんなぞんざいに扱って良い存在などではなく、もっと――――

「大丈夫ですよ。処女じゃありませんし。何より、こんな状況でも、相手がイリアスさんなら、まぁ、後悔はないかな、と。……あ、いえ、イリアスさんにも選ぶ権利はありますよね。それならさっきの護衛の方を呼んで――――」

「ダメです」

　イリアスは慌ててジリアの両肩を押さえるように掴んだ。ただそれだけのことなのに、彼女の身体に甘い痺れが走り、びくんと震える。

「本当に、私で後悔しない、と？」

「はい。だって、イリアスさん、ですから」

　はにかむように言われてしまい、イリアスの腹も決まった。色々と今後のことを考えることはあるが、とりあえず彼女を救わねば、と。

「嫌になったなら、いつでも言ってください」

「大丈夫です、んぅ……っ」

　イリアスがジリアに唇を重ねる。舌を差し入れれば、彼女はおずおずと応えてきた。深い口づけを重ねながら、イリアスが彼女のブラウスに手を掛け、ジリアも自ら解放されようと率先して脱いでいく。露わになった両胸の頂きは、濃く色づきピンと立って自己主張をしていた。クスリの影響でしっとりと汗ばむ肌をイリアスが撫でる度、ジリアの腰がゆらりと揺れる。
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「イリアス、さんっ、お願い、ですから……っ」

　ジリアの腕が彼の首に回り、口づけ以上をねだる。寝台に彼女を押し倒すと、イリアスは双丘をやわやわと揉み、頂きを指の腹で軽く撫でた。

「あぁっ」

　ただそれだけのことなのに、ジリアは大きく震える。

「ジリアさん？」

「だいじょ、ぶっ……だから、続けてくださ……んっ」

　瞳を潤ませ懇願するジリアに、イリアスはハッとした。恐る恐るこうして愛撫を続けても、つらいのはジリアの方だ。

（アルマンも言っていたではありませんか。『男の精を受ければ症状が緩和される』と。逆に言えば、そうしなければずっとつらいままということなのでしょう）

　求められているのは恋人に対するような愛撫ではない。そう考えるだけで苦い気持ちになるが、優先すべきはジリアを媚薬の影響下から解放することだ。

（こんな仕打ちをして良い相手ではないというのに……！）

　今日何度目かの憤りをやり過ごし、イリアスは気持ちを何とか切り替える。

「すみません、ジリアさん。貴女がつらいのを忘れてしまいそうになっていました」

「イリアスさん……？」

　怪訝そうな表情を浮かべたジリアだったが、その直後、電流が走ったような衝撃に、ぎゅっとシーツを強く掴んだ。イリアスの手が彼女の胸を大胆に揉みしだき、乳首をくわえて舌で転がしているのだ。

「あっ、あぁんっ！」

　悩ましげな声で腰をくねらせるジリアに、イリアスの手はするすると下へと撫でるように進む。しっとりと濡れた柔らかな下生えをかき分け、秘裂に到達した指がつぷりと奥へ埋め込まれた。ほんの少しだけ侵入した異物に反応して、中がぎゅっと狭くなる。愛液の滑りを借りてゆっくりと奥へ入る指の動きを、鋭敏になったジリアの感覚があますところなく快感として脳に信号を送る。

「～～～～～っっ！」

　ジリアは口元に当てた指を強く噛み、声を殺して達した。がくがくと震える足と何よりきゅうきゅうと指を締め付ける膣壁がイリアスにそれを教えてくれる。

「あ……、は」

　ジリアは快感の波を乗り越え、そして愕然とした。自分は確かにイったはずだ。なのに、下腹部の熱は収まるどころか一層彼女を駆り立ててくるのだ。

（ひどい、……こんなの、って）

　クスリの効果の卑劣さを実感するとともに、あの場で屈していなくて良かったと安堵する。ジリアの視線は劣情に浮かされたままイリアスの腰辺りに自然と向けられてしまったのだ。アレならこの熱さから解放してくれる、と。こんなことをあの男たちに懇願していただろう「もしも」を考えただけで怖気が立った。

「ジリアさん？　やはり、だめ、でしたか」

　イリアスも悟ったのだろう。ジリアが達したことも、それでも媚薬の熱が収まらないことも。

「イリアスさん。……その、本当に破廉恥なことを、頼んでしまって申し訳ないのですが」

「すみません。女性にそんなことを言わせるなんて。私の方こそ申し訳ありません」

　せめて全てを言わせることはないように、とイリアスはジリアの言葉を遮る。彼は己のズボンを緩めると、媚薬の熱を唯一鎮められるであろう武器を取り出した。彼女の媚態に興奮しきったソレは固くそそり立ち、切っ先から透明な液体がじんわりと滲み出していた。

（……っ）

　思わずソレを見つめてしまったジリアは、慌てて視線を外した。

「あまりまじまじと見られるとさすがに……」

「すみません……」

　なんだか微妙な空気になってしまったが、それでもジリアの身体はソレを渇望してやまず、先程絶頂したばかりだというのに、淫裂をヒクつかせて誘うように震えている。

「お願い、します、イリアスさん」

　潤んだ黒い瞳が懇願の色を帯びる。

（こんな風に、貴女を抱きたくはなかった……）

　熱に浮かされるのではなく、媚薬に溺れるのではなく、自分を見て、自分の手で溺れさせたかった。だが、目の前の現実は残酷だ。こうして媚薬に冒された彼女を助けるために抱くこととなってしまっている。

（それならば、せめて）

　どうか心の傷など残らないように、そんな甘い願いを喉の奥に飲み込んだまま、イリアスは自身をジリアの中に埋めた。

「ぁっ……うぅ……」

　熱い塊が侵入するその刺激だけで、敏感にさせられたジリアの肉壁が蠕動ぜんどうし、もっと奥へと招く。愛液は潤滑油となり、驚くほどすんなりと、イリアスの肉棒を最奥へ導いた。

「あっ、あぁっ……」

　先端が奥を刺激したのか、ジリアが目を見開き、ビクビクっと身体を痙攣させている。滲んでいた涙がつつ、と頬を伝った。

「ジリアさん？　大丈夫ですか？」

「だいじょ……、なので、その……」

　イリアスは慌ててジリアの唇を自らの唇で塞いだ。

（私としたことが、彼女に何を言わせようとしているんですか！　これは救命行為のようなものです！）

　自分に言い聞かせ、そっと唇を離すと、イリアスは両手を彼女の腰に添えた。ゆっくりと半分だけ引き抜くと、まるで彼を逃すまいとするかのように、膣壁がぎゅっと絡みついてくる。その健気さに、余計に彼の股間に熱が集まった。

　そこからは無心で腰を振った。途中、ジリアが達した気配を感じたが、求められている媚薬の緩和を第一にとにかく早く自分が達することを考えて。

「あんっ、イって、イってるの……ぉっ」

「すみません、もう少し……っっ！」

　イリアスはせり上がってくる熱い高ぶりを、彼女の中に解き放った。すると、あれだけ浅い息を繰り返していたジリアの呼吸が、すぅ、と穏やかなものに変わる。

「ありがとう、ござ……」

「構いませんから、今は休んでください」

「でも、おみせ……」

「後始末は任せてください。貴女に必要なのは休息ですよ」

　力を失った自身をずるりと引き抜き、熱の収まった彼女の目の上にそっと手を乗せる。彼女の方も限界だったのだろう、すぐにすぅすぅと穏やかな寝息を立て始めた。

「どうか、今はゆっくりと」

　イリアスは乱れた彼女の髪を撫でつけ、そっと立ち上がり彼女に毛布をかける。自分の着衣の乱れを整えると、想いも通わせずに彼女を抱くことになってしまった陰鬱な気持ちと、そうさせた男たちへの憤怒を胸の奥に覆い隠しながら、店への階段を下りていった。自警団には悪いが、あの男達の処遇をこちらに任せてはもらえないだろうか、と少しばかり物騒なことを考えながら。
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『おじいちゃんは、どうしてそんなにつよいの？』

（――――これは、夢）

　ジリアは祖父の困ったような表情を見つめながら、頭の奥が冷えるのを感じた。

『強い、と言うよりは、そうなったときのことをしっかり考えている、と言うべきだろうなぁ』

　たまに来る困った手合いを追い返していた、という祖父の武勇伝を聞いたときのことだろう。ジリアもまだ幼く、悪い人をやっつけられる祖父の強さに目を輝かせていたに違いない。

『自分にできることの範囲を知って、その上で最善の策をいくつか考えておく。それだけで随分と心に余裕が生まれるものだよ』

『さいぜん？　こころのよゆう？』

『何かが起こったときのことを、前もって考えておきなさい、という話だ』

　今ならジリアにも分かる。祖父が元婚約者のデニスと一緒になるなら、と店を譲ることに頷いていた理由を。

（こうして痛い目に遭うまで、分かったようで分かっていなかったわけだけど）

　不甲斐ない孫で申し訳ない、とジリアはそっと手を合わせようとして、そこで目が覚めた。

「……なんて、情けない」

　カウンターに置いたハンマー一つで何とかなると考えていた過去の自分を、本気で殴ってやりたかった。

（とりあえず、もっと別の防犯対策を考えないといけないわね）

　身体を起こしたところで、ぐらりと目眩を感じて治まるのを待つ。体中が筋肉痛の一歩手前のような倦怠感に覆われ、今すぐ寝台に逆戻りしたくなった。

「……あれ」

　どうしようかと考えたところで、視界に入ったのはテーブルに置かれた二つ折りの紙だ。身体にあまり負担をかけないようにと緩慢な動作で手を伸ばす。

　真っ白の上質な便箋に、見覚えのある癖のない字で、昨日の後始末の件が書かれていた。ならず者たちを自警団に引き取ってもらったことや、クスリの後遺症があればすぐに医師にかかるようにという注意。

（あのことについて触れられていないのが……逆に……）

　じわじわとジリアの顔が赤く染まっていく。イリアスに助けてもらっただけでなく、抱いてもらったとか。

（羞恥心で死ねる……）

　勢いよく突っ伏して、がん、と額をテーブルに打ち付ける。

「とりあえず、次来たときにはお礼を言って、……お礼の品、は、難しいかな」

　お貴族様相手にいったい何を渡せばいいのか。下手な金額のものなんて、受け取って貰えないかもしれない。

「……とりあえず、着替えよう」

　のそのそとジリアは動き始めた。

　お礼の品については一旦置いておくとして、考えることは山ほどある。まずは店の片付けをして、ご近所さんに押し入られた件が知られているなら、口止めをしておかないと巡り巡って家族に知られてしまう。そんなことになったら、絶対にこの店を畳めと言われるだろう。それだけは絶対に嫌だった。
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　帳簿と睨めっこしていたジリアは、カラン、と来客を知らせるベルの音に顔を上げた。

「こんにちは」

「あ、こんにちは。先日は助けて下さってありがとうございました」

　あの件があってから初めて来店したイリアスを相手に、ジリアはスムーズに礼を告げることができた。これも羞恥に悶えながら何度もシミュレーションを重ねた結果である。セリフ一つにしても「色々助けて下さって」などと言おうものなら、「色々」の部分でいらないことまで思い出してしまって顔が真っ赤になってしまう。試行錯誤した結果のセリフなのだ。

「店長さん、あれから身体の不調などはありませんか」

「くっ……、はい、おかげさまで、大丈夫です」

　二日ぶりの美貌を真正面から見てしまい、さらに『身体の不調』というワードであらぬことを思い出してしまったジリアだが、何とか動揺を表に出さずにやり過ごすことができた。だが、結局は自分で口にした「おかげさま」という言葉に、じわじわと羞恥をかき立てられていた。

「それなら良かったです。今日は店長さんに是非お願いしたいことがありまして」

「何か出物でもお探しですか？」

「いいえ、こちらを店に置いていただけないかと思いまして」

　そう言ってイリアスは鞄から何やら薬剤の入った瓶を何本かカウンターに並べた。

「あの……これは？」

「悪漢あっかんの顔にかけると効果覿面てきめんの刺激物です。材料は唐辛子のエキスや塩などですし、透明な液体ですから、万が一、店の品物にかかってもすぐ拭き取れば大丈夫だと思いまして」

　ジリアはその説明を聞いて、ようやく買い取り依頼ではないことに気がついた。

「あと、店内に刺股さすまたを展示しておくのはどうでしょうか？　売り物に紛れていざというときの――――」

「あ、あの！」

　止まらないイリアスの説明を、ジリアは慌てて手を挙げてストップさせた。

「その、先日はお手数をおかけしたとは思いますが、店のことですので、お一人のお客様にそこまでしていただくわけには」

「違いますよ」

「え？」

　イリアスはジリアが上げたままの手をそっと握った。

「自分の大事な人を守るために何ができるかと、考えに考えた結果です」

「～～っ!?」

　ぼん、と音を立てそうな程の勢いで、ジリアの顔が真っ赤に染まる。

「店長さん？」

「いえ、ちょ、……こほん、その、先日のことについては、緊急救命的な措置ですので、変な責任を感じなくてもいいと思うのですが」

「緊急救命……？　あぁ、店長さんにとってはそうだったんですね。私はあんなきっかけで貴女を抱くことになってしまって、本当に不本意でした」

　ジリアの胸がざくりと抉られる。「抱くこと」が「不本意」と言われ、ショックを受けない年頃の娘がいるだろうか。

「やっぱり、身体を重ねるのはお互いに気持ちが通じ合ったことを確認してからの方がいいと思うんですよ。店長さんはどう思いますか？」

　イリアスの話の半分も耳に入らず、ジリアは適当な受け答えを口にする。

「そ、そうですね。それが自然な流れだと思います……はい……」

「ですよね！」

　我が意を得たり、とイリアスはジリアの手を引き寄せ、ぎゅっと抱き締めた。

「ちょ、イリアスさん？」

「ですから、下手なことはせず、直球でアプローチしようと思います！」

「え？　……え？」

　困惑するジリアに、イリアスはにこりと笑みを浮かべた。

「店長さん、今後は名前で呼んでもいいですか？」

「はい？」

「あぁ、良かったです。断られたらどうしようかと思って睡眠不足になりそうだったんです」

「あの……イリアスさん？」

「はい、ジリアさん」

　名前で呼ばれ、ジリアの目が大きく見開かれる。

（ちょ、ちょっと待って！　ちょっと待って！）

　すると、コンコン、と戸口が軽くノックされる音が聞こえた。来客にしてはおかしい動作だな？　と訝しんだところで、イリアスが「すみません」と声を上げる。

「今日は仕事の合間に抜けてきてしまったので、あまり時間がなくて……。あの、もし良ければこちらを」

「手紙、ですか？」

「すみません、本日はこれで。また休日に伺いますから！」

　名残惜しむように手の甲を撫でられ、慌ただしく去っていったイリアスを見送ったジリアは、「何なの……？」と呟いた。

　いっそのことイリアスが来たこと自体を夢と片付けてしまいたかったが、カウンターには防犯用の液体の入った瓶が残されているし、手には手紙が握られている。

（空耳そらみみや幻聴、じゃなかった、わよね？）

　ジリアの耳が確かなら、お付き合いを申し込まれたような気がする。いやいやまさか、そんな、と否定しながら、のろのろと手紙を開いた。

「……幻聴じゃなかったし、妄想でもなかった」

　婚約までいったデニスからは、貰ったこともないラブレターには、「店のことになると目を輝かせるところに惹かれた」「貴女の隣にいたい」など熱烈な口説き文句が書かれている。二、三度瞬きを繰り返してみたり、手紙を折って開き直してみたり、裏から透かしてみたりもしたが、勿論、文面が変わることはなかった。

（でも、まぁ……）

　ジリアは、丁寧に自分の出自について書かれたところを指でなぞる。お貴族様だろうと思ってはいたが、城勤めの文官で、しかも宰相閣下の次男坊だなんて、予想の遙か上をいっていた。

（良くて愛人、悪くても体だけの付き合いとかそういう感じ、かな）

　貴族は愛人を囲うものだと聞くし、きっと自分もそういう扱いなのだろう。ジリアは告白を嬉しく思うその裏で、そっと心の中に線を引いた。深入りをしないように、と。

　本当は、あのとき、助けに来てくれたと知って、とても、とても嬉しかったのだけれど。

















第五章　お付き合いは順調？












「最近は随分ご機嫌だな、イリアス」

「そうですね。意中の相手と想いを通わせ合うことが、これほど心満たされるものとは思いませんでした」

「お、あれから上手くいってるのか。良かったじゃないか」

　イリアスの同僚エゴルは真面目過ぎる同僚の春に、素直に喜ぶ。

「えぇ、エゴルさんのアドバイスのおかげです。あれから何度か美味しいお菓子を持参して、一緒にお茶をしているのですよ」

「ほうほう」

「彼女の入れてくれるお茶が、おいしくて。邸や職場で飲むものとは全然違う味なのですが、彼女が手ずから入れてくれたと思うだけで、美味しく感じるものなんですね」

「お前、それ、彼女の前で言ってないよな？」

「？　言いましたが」

「半分は惚気だが、お茶の味は褒めてないからな」

「そうですか？　あぁ、でも、もしかして彼女にもそんな解釈をされてしまったのでしょうか。確かにちょっと変な顔をしていたような気も……！　どうしましょう。嫌われる前に何か――今度は茶葉を贈ればいいでしょうか、どう思いますか？」

「まず失言を謝れ。茶葉は、まぁ、悪いとは言わないが、……そうだな。相変わらず装飾品やドレスは受け取って貰えてないのか？」

「そうなんですよね。普段使いのドレスなら、と思ったのですが、シルクなんてとんでもない！　と断られてしまって」

「……ん？」

　エゴルは違和感に首を傾げた。

「装飾品も、怖くて着けられないからと断られてしまいますし、どういうものがいいんでしょうか……」

「……んんん？」

　エゴルの中の「彼女」像が一度崩れ落ち、ゆっくりと再構成される。そのやり取りから導き出された結論を、口にして確認すべきか否か――――

（今後も惚気だか相談だかを受けるんなら、しっかり確認すべきか）

　エゴルはじっとイリアスを見つめ、口を開いた。

「もしかして、お前の言う彼女、貴族じゃないのか？」

「？　そうですよ？　言いませんでしたか？」

　エゴルは頭痛を堪える仕草をした。言われていない。言われていたら装飾品などという的外れの単語は口にしなかった。

「お前、明らかに金銭感覚が違うのに、何やってるんだ？」

「ですが、高価な物は喜ばれますよね？」

「自立心旺盛なんだろ？　逆効果だ」

「え……」

　がーんと明らかにショックを受けた顔のイリアスに、エゴルはこれ見よがしなため息をついて見せた。

「そういう相手は、相手が大事にしているものの援助の方が喜ばれるんだよ。しっかり相手を見ろよ」

「ですが、私の瞳や髪の色を身につけて欲しいですし」

「高くないものか、値段の分からないものにしとけってことだ。あー、あれだ、市場調査。お前、得意だろ」

「市場調査……。なるほど、確かに彼女の店周辺の調査は必須ですね。私としたことが迂闊でした」

「おい、何か不穏なものを感じるんだが？」

「ありがとうございます。あと、午前中に相談を受けた案件ですが、あの位置に橋を架けてしまうと、運搬船の運航に支障をきたしかねませんので、普通の橋ではなく昇開橋や降開橋にすべきです。行き来する船の大きさについてはしっかりと下調べが必要ですからね」

「……って、そういうことは早く言えよ」

「すみません、今、思いついたものですから」

　しれっと答えたイリアスは、「先に平民の平均賃金から確認しなくては！」と立ち上がって資料室へ消えていった。

「本当に仕事は優秀なんだがなぁ……」

　いつぞやのように彼の背中を見送ったエゴルは、ぽつりと呟いた。







＊＋―＋＊[image: ]＊[image: ]＊＋―＋＊








「……あの、本当に、大丈夫ですか？」

「えぇ、問題ありません。私も興味がありますから」

　晴れた空の下、店を臨時休業にしたジリアと、折良く休日だったイリアスは、二人仲良く手を繋いで王都の西を流れるリチーナ川に添った道を歩いていた。今日は月に一度の蚤の市で、川沿いの広場には王都に店舗を持つ商人だけでなく、地方からやってきた行商人もテントを並べて自慢の品々を広げている。

　ちなみに、ジリアの質問は、どちらかというと仏頂面でイリアスの後ろを歩いている護衛のアルマンに向けられたものだったのだが、彼は渋い顔で小さく首を横に振るだけだ。もはや諦めた、というジェスチャーらしい。

「えぇと、一応、仕入れも兼ねていますから、退屈に感じたら遠慮なく言ってくださいね？」

「心配ありませんよ。貴女と居て退屈を感じたことなどありませんから」

　そう笑みを浮かべるイリアスは、今日は『フードの貴人』ではなく、つばの広い帽子と伊達眼鏡をつけている。どうやら、本格的に下町通いが続くとあって、護衛役からの指導が入ったらしい。前の『フードの貴人』では確かに悪目立ちすると思っていたジリアは、今の方がずっといいと褒め倒しておいた。

「いつもはどのように仕入れ品を決めているのですか？」

「基本はピンと来るかどうか、なんですけど、今はちょっとドール系の在庫が薄いので、そっちを攻めてみようかと思って……あ！」

　ジリアの瞳がギラリと輝く。これぞと目についたドールがあったのだろう。店番をしていた男に「足の裏の刻印を確認させてください！」と声を掛けていた。ドールの履いていた靴を脱がして確認すると、今着せている服ではなくオリジナルの服があるかどうかも矢継ぎ早に質問していく。

　一方、ちょっと置いていかれた形となったイリアスは、不満げな表情を浮かべるどころか、生き生きと交渉するジリアの姿を満足そうに見つめていた。

「……イリアス様、これ、本当にデートですか？」

「私のテリトリーに引きずり出すよりは、気が楽ですから。それに、金銭感覚の違いを確認する市場調査でもあるのですよ」

「……まぁ、満足してるならいいんですけどね」

　男女の付き合い方についてもっと教育しとくべきだったんじゃ……？　と小さく呟いたアルマンだが、囁くように告げられた指示に、その評価を百八十度改めた。

「この後、購入した物を持って店に戻りますが、アルマンは外向きの警備をお願いしますね？」

「……あー、まぁ、耳塞いどきますわ」

　店内で何が行われようと耳を傾けないことをほのめかし、アルマンはちょっとだけ遠い目になった。

　――――一刻もすると、ジリアの予定していた仕入れ金額に到達したのか、「ここまでにしましょう」と告げた。

「すみません。付き合ってもらうだけでなく、荷物まで」

「構いませんよ。私も勉強になりましたし、何より古い道具に魅せられている貴女は、本当に魅力的ですから」

「っ、じょ、冗談はやめてくださいよ」

　イリアスは彼女の買い付けた品々を馬車へと運ぶ。店の近くまで運んでくれるのは、ジリアにとって本当にありがたかったので、そこはお言葉に甘えさせていただいた。何しろ、買い付けの度に腕と鞄の限界と戦っていたのだ。

「――――ジリア!?」

　耳に入ってきたその声は、ジリアのよく知る相手だった。

（まったく、間の悪いときに！）

　無駄に大きい声は相変わらずなので、隣のイリアスにも聞こえてしまっているだろう。無視するわけにもいかず、ジリアは渋々と振り返った。

「久しぶりね、デニス。何の用？　買い付けで忙しいんだけど」

　意図せず刺々しい声になってしまったのは仕方がない。何しろ相手が相手だ。

「いや、その……店が大変だったって、自警団の知り合いに聞いて」

「……それが、アンタに、何の関係が？」

　婚約していたときの借金については、デニスの両親が立て替える形で精算してもらったので、本当に彼との関係は切れているのだ。店を継ぐのを嫌がったくせに、何をいまさら、という思いしかない。

「その、もしかしたらオレのせいかもしれないから、謝っておかないとって思って」

「は？」

「酔った勢いでお前と別れたこととか、女一人で古道具屋してるってこととか、飲み屋でぺろっとこぼしたことがあって」

「ふ――――」

　ふざけるんじゃないわよ、と怒鳴りつけそうになったジリアの口を、隣のイリアスが塞いだ。

「君、そのことはその自警団の知り合いにはしっかりと話したのですか？」

「何だよ藪から棒に。オレはこいつと喋ってんだから、割り込んで来るなよ」

「大事なことです。自警団にちゃんと話しましたか？」

「……話してねぇけど」

「それならば、今すぐに自警団に説明してください。話した相手の容貌を覚えているなら特に」

「だから、なんで部外者が」

「私もその場に居合わせたからですよ。君のその話がきっかけになった可能性があるなら、謝罪より先に自警団へ情報提供すべきでしょう」

　互いに一歩も引く様子のない状況に、ジリアは慌てて割って入る。

「この人に失礼なこと言わないで。仕入れを手伝って貰ってるんだから。古道具のことを全然学ぼうともしなかったアンタと違って、この人は見る目があるの」

「は？　お前、もう新しい男をくわえ込んだのかよ。とんだ尻軽だな」

「デニス。言っておくけど、アンタとあたしはもう赤の他人よ。それとも、アンタから往来で言いがかりを付けられたって、アンタの両親に報告した方がいい？」

「……くっ」

「あと、この人の言うように、自警団に情報提供はして。あたしに迷惑かけたと思っているなら、なおさらね」

「……分かったよ」

　舌打ちしたデニスは、くるりと二人に背を向けた。どこか肩を落としてとぼとぼと歩いているが、それが同情を誘うパフォーマンスだと分かっているのでジリアはフォローしない。

「すみません、巻き込んでしまって」

「いえ、大丈夫ですよ。それより、変に注目を浴びてしまっていますし、すぐに馬車の方へ向かいましょう」

　彼について深く問い質さないのは、イリアスなりの気遣いなのか、ジリアはほっと胸をなで下ろした。もちろん、やましいことはないけれど、いちいち説明するのも何だか違うような気がしたのだ。

　馬車で移動した二人は、馬車留めで待機するというアルマンを残し、仕入れた品について話しながら店へと戻ってきた。

「歩き回って疲れたんじゃありませんか？　すぐにお茶を入れますね」

　荷物を店に置き、二階に上がろうとするジリアの手首を、イリアスが慌てて掴んだ。

「ジリアさん」

「はい？」

「貴女も疲れているでしょうし、お手伝いしますよ」

　ですから、一緒に二階に上がってもいいですか？　と続く言葉に、ジリアは拒む理由を見つけられずに押し切られてしまった。

（あまり他人に見せられるような部屋ではないんだけど……）

　祖父の使っていた場所をそのまま流用していることもあって、あまり女性らしい部屋ではないのだ。だが、イリアスの藍色の瞳に妙な圧があり、ジリアも断る隙を見つけられなかった。

　手伝ってもらうことはそんなにないのだが、ダイニングのイスに座って待ってもらって簡単にお茶を入れると、イリアスが「やっぱり美味しいですが不思議な風味ですね」と正直な感想をこぼす。

「大麦を煎ったものを煮出しているものなんです。イリアスさんが普段飲んでいるのは、お茶の葉を発酵させたものでしょう？　原料からして違うんですよ」

「なるほど。それでこんなに香ばしい香りと甘い味がするのですね」

　話には聞いたことはありましたが、と一人納得した様子で麦茶を飲んでいたイリアスだが、ふと、ジリアを見つめてきた。

「先程、声を掛けてきた男性について伺ってもよろしいでしょうか？」

「あー……、気になりますよね、やっぱり」

　ジリアは「自分の恥を晒すようで申し訳ないのですが」という前置きをしてから、かいつまんで事情を話す。下手にごまかしたり隠したりするよりは、正直に話してしまった方がよいと思ったのだ。やましいことは全くないのだし。

「なるほど、元、婚約者ですか」

　いやに「元」を強調して呟いたイリアスは、向かい側に座るジリアの手をそっと捕まえた。

「ひどく失礼な話になってしまうのかもしれませんが」

　そう前置きしたイリアスの手は、少しばかり冷たいように感じた。

「緊急措置とはいえ、あのような形で抱いてしまったことをひどく悔しく思っているのです」

　その言葉の真意を何となく察し、ジリアは目を伏せた。

「本来なら、心を重ねた先にあのような行為をするものだと思っています。ですから、その――――」

　言葉を選ぶためか、イリアスは少し視線を彷徨わせ、うまい表現が見つからなかったのか、投げてきたのは直球だった。

「今から貴女を抱きたい、と言ったら、軽蔑しますか？」

　ジリアはこのどこか不器用な人を憎めないまま、一つ、頷いた。

　どちらから促すでもなく、イスから立った二人は、一つしかない寝台に腰を掛ける。呼吸を互いに測りつつ、唇を重ね合った二人は、そうするのが自然であるかのように、唇を繰り返し重ねながら、相手の服に手をかける。はしたない、早過ぎる、そんな言葉が浮かんだが、ジリアは生まれたままの姿になり、彼の首に腕を回した。ペンだこのできた彼の指が、ジリアの肩を撫で、背をなぞり、胸の膨らみをやわやわと揉む。ジリアは彼の整った顔が劣情に染まっていくのを見入りながら、吐息とともに官能の声を漏らした。

「イリアス、さん」

「どうか、今だけでも構いません。呼び捨てにしてくれませんか？」

「それなら、んっ、あたしも……」

　本来なら呼び捨てなどできるはずもない身分違いの相手。それでも請われれば拒否はできないし、拒否したくもなかった。

（今、だけは――――）

　貴族とか平民なんてどうでもいい。ただの男と女でいたい。そんな儚い望みをこめてそっと口を開く。

「イリアス……」

「ジリア」

　どちらからともなく近付いて唇を重ね、イリアスの唇が彼女の首筋に触れ、鎖骨の辺りに吸い付き、するすると下へ移動していくのを、ジリアは彼の後頭部を撫でながら受け入れていく。

「ん……ぁぁっ」

　胸の蕾を口に含まれ、舌先で転がすように愛撫されると、ジリアは彼の柔らかい銀髪をくしゃりと乱し、身体を震わせた。

「イリアス……っ」

　胸を愛撫されているだけなのに、ずくずくとジリアの下腹部に熱が溜まっていく。

　イリアスは胸の先端を咥えたまま、手を少しずつ下へずらし、彼女のまろやかなお尻に触れ、円を描くように撫でた。無意識に腰を揺らす彼女を宥めながら、イリアスの指がようやく秘裂をなぞる。既にそこはすっかり潤っていた。

「も……入れて、いいです、よ？」

「ですが――――」

　ほぐさなくてもいいのか、という質問を、ジリアは封じた。

「早く、熱を感じさせて、ください。イリアスがここにいるという、証を」

　恥じらいながら、ジリアは自分の脚をそっと開く。イリアスも彼女の媚態に誘われ、自らの切っ先を濡れそぼった秘裂に宛てがった。

「ジリア」

「イリアス……」

　ぬぷり、と愛液の泥濘に剛直が受け入れられていく。何度か行きつ戻りつを繰り返し、とうとう最奥までたどり着くと、イリアスは大きく息をついて、彼女の身体をぎゅっと抱き締めた。

「その……最初のデートでしたのに、性急なことを言ってしまってすみません」

「……ふふ、それ、全部入れてしまってから言う台詞じゃないと思いますよ」

　ジリアが笑った拍子に媚肉がきゅっと締まり、イリアスが僅かに顔を顰めた。

「あー……その、何と言いますか」

「いいですよ。動いてください。あたしもこのままだと、その、何というか……切ないので」

　承諾を得たイリアスが、ジリアの腰に添えられる。ぬるりと半分ほど抜けた肉棒が、再び一気に埋められた衝撃に、ジリアは背をのけぞらせた。

「んぁっ」

　激しい抽挿に思わず声が漏れる。その甘い声に煽られたイリアスが、再び抜き差しを繰り返すのを察して、ジリアは慌てて自分の指を噛んだ。もしかしたら、イリアスの護衛が様子を見に来ているかもしれないのだ。安普請の建物なので、声は下の階に響いてしまう。祖父の手伝いをしていた頃は重宝していた造りだが、こういう事態では逆に困る。

「ふ、んんっ」

「そんなに噛んだら指を痛めてしまいますよ」

「でも、声……あぁんっ」

「聞かせてください……というのは酷ですか。そうですね、いつアルマンが様子見に来るか分かりませんし」

　何より、この可愛らしい声を余人に聞かせたくはありません、と囁いたイリアスは、彼女に覆い被さるよう体勢を変え、唇を重ねる。どちらからともなく舌を絡め合うだけで、ジリアの身体がいっそう熱を持ち、煽られるように腰が自然と揺れた。

「イリアス、さん……」

「呼び捨てで、と言いましたよ、ジリア」

「イ、リアス」

　掠れた吐息がこぼれ、熱を少しでも逃そうとするのを、イリアスがさらに唇を貪る。呼吸を阻害しているというのに、再び腰を動かした。

「んっ！　んぅぅ～～っ！」

　思わずジリアがイリアスの肩に強くしがみつく。爪を立てられた痛みに、慌ててイリアスは唇を離した。

「すみません、大丈夫ですか？」

「は、……呼吸、が」

「ちょっと調子に乗りました」

「だ、じょうぶ、です。そこまで……って、あたしの方こそすみません！　肩をひっかいてしまって」

「いえ、大丈夫ですよ。むしろ滾たぎりますから」

　ジリアは耳を疑った。イリアスは大人しい人だと思っていたのに、何だかすごく肉食なセリフを聞いた気がしたのだ。

　勿論、空耳などではない。ジリアはイリアスの物腰の柔らかさに誤解をしているのかもしれないが、彼は王城で働く文官だ。ある意味で魔窟まくつなあの職場は、弱気な所など見せてしまえばあっという間にしゃぶりつくされる、そういう場所だ。宰相の息子という優位性があっても、それは変わらない。

「ですから、しっかりしがみついていてくださいね」

　え、とジリアが声を出す前に、ゆっくりと腰を引いたイリアスはずん、と彼女の蜜洞の最奥に一息に挿入する。

「あぁっ、んっ！」

　角度を変えながら彼女の反応を探し、一際きゅっと締め付けた箇所を見つけたイリアスは、にっこりと閨に不似合いの笑みを浮かべた。

「あぁ、ここがいいんですね」

「え、イリアス……っ！」

　イリアスの貪欲な腰遣いが探り当てた彼女の弱点を擦るように責め立てる。徐々にリズムの速められた情動に、ジリアは翻弄されるまま彼にしがみついて声を殺した。もう何も考えられない。分かるのはできるだけ声を我慢することと、ただ彼の動きを感じることだけ。

「んっ！　あぁっ」

「すみません、そろそろ――――」

「はいっ、あたっ、あたしもっ、あああぁぁぁぁっ」

　がくがくと絶頂を極めたジリアの身体が震える。イリアスは慌てて自らの剛直を引き抜いた。その直後、熱い飛沫がジリアの白い腹を染め上げる。

　荒い息を整えながら見上げたジリアの先に、イリアスの満足そうな表情が見えた。

（ん、……やっぱりこっち目的、よね）

　愛人か妾か。呼び方に差はあれど、実情は変わらない。相手は貴族なのだから、うっかりのめり込んでしまわないように、ちゃんとわきまえないと、と。

　体勢を変えて手を伸ばし、手拭いをイリアスに渡すと、ジリアは自分も別の手拭いで簡単に身体を拭う。洗濯物が増えるな、と敢えて現実に目を向け、浮つきそうになる気持ちを諫めながら立ち上がると、イリアスにぐいっと手を引かれた。

「もう少し……いいですか？」

　抱き寄せられ、二人揃って寝台に座る。ジリアが顔を少し持ち上げると、色気の倍増したイリアスの美麗な顔が視界に入った。さっきまではそれどころじゃなかったので意識していなかったが、ジリアは何だか気恥ずかしくなって、忙しなく視線をあちこちに動かした。

「あ、あの……、あたし、自分の店のことばかりで、イリアスさんの仕事の話って、あんまり聞いたことなかったですよね」

　焦った頭で絞り出した話題に、イリアスは僅かに眉を顰めた。

「わざわざ話す程のものではないですよ。大局のために人を数で認識しなければならない……因果な仕事です」

　そう濁すイリアスの瞳は、どこか遠くを見るようだった。その藍色の瞳が曇るのを見ていられず、ジリアは思わず腰を浮かせて彼の頭を胸に抱き締めた。

「でも、そうやって考えてくれる人がいるから、国って成り立っているんでしょう？」

「どうでしょうね。貴族や文官の中には民を奴隷のように考える者もいますから。考えが全く相容れなくて困りものですよ」

　イリアスはジリアの背に手を回す。まるで彼女に縋るように。

「政策で少数派を切り捨てる度に思うんです。この少数の人たちだって、私たちと同じ人間なのに、この政策を推し進めることで、その人たちがどれだけ苦しむことになるのか、と。それでも、大多数の人のためには必要なもので……」

　そこまで呟いたところで、イリアスは小さく息を吐いた。

「すみません。こんなことを聞かせてしまって。幻滅させてしまいましたよね」

「いいえ。むしろ、安心しました」

　ジリアはイリアスの艶やかな髪を撫でる。

「だって、イリアスさんはお貴族様だし、どこか雲の上の存在、みたいにも思えて……。でも、同じように悩みを抱えている同じ人間なんだって知ることができて、ほっとしました」

　イリアスがゆっくりと顔を上げる。彼の手がいつの間にかジリアの後頭部に添えられていて、お互いにそうすることが自然であるように、ゆっくりと唇が重なった。優しい感触と温もりを与え合って、唇が離れても至近距離で合う視線が、互いに愛を伝えるような甘やかなものになる。

（あぁ……）

　何度も角度を変えて唇を重ね合いながら、ジリアはどんどん苦しくなる胸の痛みに泣きそうになった。

（身分が違うのなんて分かってる。それでも、このままこの人の隣にいたい。そうできたら、どんなに嬉しいか）

　愛人でもいい。彼に甘えて、彼の弱音を引き受けて、流れるままに身を任せてしまいたい。ジリアは初めて祖父の店より優先したい願いを見つけてしまった。

「ジリア」

「はい」

「もう少し、貴女を感じていたいのですが、許してくれますか？」

　一瞬、ジリアの思考が止まる。先程までの感傷など吹っ飛んでしまった。イリアスから飛び出たセリフは、おそらく貴族らしい迂遠な表現なのだろうが、意味はちゃんと理解できた。というか、ジリアの視界には力を取り戻している男性の象徴が映っている。

「……えぇと、お手柔らかにお願いします？」

　困惑しているという表情を隠さずに伝えたはずなのに、にこりと笑ったイリアスは、ジリアをころんと寝台に転がした。勢い余ってうつ伏せになってしまったのにも構わず、上から覆い被さってくる。

「ありがとうございます、ジリア」

　耳元で囁かれた声は色気を纏っていて、それだけでジリアの首元がぞくりと震える。

「腰を少しだけ持ち上げてもらっても？」

　柔らかい響きなのに抗えない。ジリアがそっと体勢を変えると、イリアスの手がその動きを助けるように添えられた。

（後ろから、なんて……）

　はしたないんじゃないか、と思ったジリアだったが、ピリリ、と走った背中の痛みに現実に立ち戻る。

「イリアス……？」

「胸やお腹だけでは、不平等でしょうから」

　どうやらキスマークを残したかったようだ。

（そういえば、さっきも……）

　胸やお腹のあたりに何度か似た痛みがあったことを思いだし、ジリアは苦笑した。どうしてそんなことをしたがるのかは知らないが、別に困ることでもないし、好きにさせておくことにする。

「他の男に見せてはだめですからね？」

「まさか、そんな人いませんよ」

　それが元婚約者に対する嫉妬とも気付かず、ジリアは軽く答える。

「約束ですからね？」

　ようやく背中から離れたイリアスは、彼女の滑らかなお尻を撫でると、固くそそり立った分身を、再び温かい泥濘ぬかるみに宛てがった。

「ん……ふぅっ」

　二度目ゆえか、ジリアの熱い吐息とともに、蜜壺はすんなりと彼の欲棒を受け入れていく。だが、先程よりも深いところまで達すると、彼女の身体にぎゅっと力が入る。

「ジリア？　大丈夫ですか？」

「だいじょうぶ、です……けど、深くて……んっ」

　ジリアが震えるたび、イリアスの分身を膣壁が抱き締める。その甘やかな刺激をイリアスはぎり、と歯を食いしばって耐える。

「動いても、大丈夫ですか？」

　欲望のままに腰を振ってしまう前に、せめて許しを、と乞う問いに、ジリアは小さく頷くことで承諾する。

　許しを得たイリアスはゆっくりと腰を引き、そして勢いよく突いた。

「ぁんっ！」

　最奥を突かれた衝撃に、思わずこぼれた甘い声に、イリアスは煽られるように腰を動かす。

「やっ、深くてっ、……んっ、あぁぁっ」

　何度も膣奥をノックされ、ジリアが声を堪えることすら忘れて悦楽に震える。イリアスの情動にジリアの身体が大きく揺さぶられ、結果として彼女の胸の頂がシーツに擦りつけられてしまうのだ。最奥を突かれているだけでもどうにかなってしまいそうなのに、胸から痺れるような快感を与えられ、あっという間に上り詰めてしまいそうになるのを抑えるだけで精一杯だった。

「ジリアっ、ジリアっ」

「んっ、イリアス……っ」

　名前を呼ばれ、思わず呼び返す。ただそれだけなのに、胸が温かくなった。抽挿を繰り返される結合部は愛液が溢れ、ぐちゅ、ぱちゅん、と淫靡な水音を立てる。イリアスの肉棒が時折円を描くように蜜壺をかき回して敏感な部分を擦ってくる。

「あっ、あぁんっ！」

　ジリアの視界がちかちかと明滅する。

「だめっ、イっちゃうっ、イっちゃうから……っ！」

　その言葉に、イリアスはむしろいっそう激しく抽挿を繰り返す。

「あぁぁぁぁぁっっっ」

　がくがくとジリアの脚が震え、膣壁がきゅうきゅうとイリアスの分身を扱き上げる。与えられる快感から逃れるようにずるりと抜かれた熱い塊は、そのまま彼女の背中に白濁を解き放った。

　浅い呼吸を繰り返すジリアの背中を、イリアスの手にした手拭いがそっと拭う。

「すみません。ちょっとがっつき過ぎました」

　ごろり、と彼女の隣に寝転んだイリアスの腕が、まだ絶頂の余韻に震えるジリアを抱き寄せる。

「……明日の仕事に響くと困るので、程々でお願いします」

　彼の胸板にそっと頬を寄せて、ジリアは拗ねたように呟く。

「すみませんでした」

「別に、……イヤだったわけじゃありませんからね？」

　恨みがましく睨みつけたはずなのに、イリアスから返ってきた言葉は「そんな潤んだ目で上目遣いをされては、逆効果ですよ」というものだった。慌てて腕の中から逃れようとしたジリアに、イリアスは「さすがに三度目はありませんよ」と囁いた。

















第六章　厄介な来客












「うーん、確かに黒字収支ではあるのよね」

　客のいない店の中、ジリアは帳簿と睨めっこをしていた。確かに黒字なのだ。先日の蚤の市での買い付けを含めても、ちゃんと収支はプラスになっている。

「ただ、ねぇ……」

　祖父の代からの常連さんによる修理依頼などもあるが、何より一番お店に金を落としていっているのが、イリアスなのである。これではパトロンと変わらない。

（いや、でもパトロンみたいなもの、なのかな？）

　互いに納得して身体を重ねたあの日だけでなく、何度かそういう行為をしている。イリアスも自分本位で迫ってくるのではなく、さりげないお伺いを立ててジリアを尊重してくれる素振りを見せてくれるので、かえってジリアは拒否もできない。もちろん、拒否するつもりはないが。

　ぽつり、ぽつりと弱音を吐いてくれるイリアスの話を聞く度に、ジリアは彼の癒しでありたいと思うのだ。彼の父や兄が情に惑わされることなく政策を進めているのに、非情になれない自分に対する劣等感は、ずっと内に押し込められていたらしい。でも、民の数ではなく個人個人を思う彼が悪いなんて思えない。むしろ、彼らしいとさえ思う。

（本人は女々しい、なんて言うけど、それにしては……よね）

　誰もいないからと、ジリアは小さく声を漏らして笑った。

　ジリアに触れたいと囁くときの彼は、かなりの肉食だ。普段は穏やかな雰囲気を纏っているくせに、美麗な顔に色気を滲ませて迫られると、ジリアは否とは言えない。あと、本人は護身術の鍛錬はそれほどじゃないと謙遜しているけれど、かなり鍛えられた身体をしているのだ。おかげでたまに体力が続かなくて困る。

（体力もそうだけど、あたしの方は色気も皆無、よね）

　自分の姿を見下ろして、ジリアは苦笑いをした。着古した木綿のブラウスに汚れの目立たない茶色のズボン。店番のときは必ず身につけている生成りのエプロン。もう少しかわいげのあるものを身につければ変わるのかもしれないが、いかんせん、興味が全て古道具に集中してしまっているジリアは、可愛い服装やアクセサリーにほとんど興味を持てないままこの年齢になってしまった。

（もう少し、ちゃんと着飾るべき……？　でも、仕事でどうせ服は汚れるし、下手なアクセサリーは修理とかの邪魔になるから、って考えると）

　いやでも、少しでも装った方が、とうんうん唸っていると、カラン、と来客を知らせる鈴が鳴った。

「いらっしゃいませ……？」

　挨拶の語尾が困惑に揺れたのも致し方なかった。下町の古道具屋に似つかわしくない来客だったのだ。

　後れ毛まで計算され尽くしてアップに纏められた淡い金髪、そこに飾られた銀細工の髪飾りはジリアも一目で分かる程に腕の良い職人のものだ。ふわりと広がるワンピースはお忍びのつもりなのかもしれないが、袖にもスカートにもかなりのギャザーを寄せていて上質なモスリンを惜しむことなく使った高級な仕立てだ。こんなお嬢様が下町に迷い込んだら、半刻と経たずに身包みを剥がされるのではないだろうか。もちろん、斜め後ろに控える護衛がそんなことは許さないだろうけれど。

「何かお探しの品でもございますでしょうか？」

「貴女がわたくしのイリアスにちょっかいをかけてるという平民の女かしら？」

　ぴしり、とジリアの営業スマイルが凍った。

「……何をおっしゃっているのか分かりかねます」

「あら、しらばっくれるつもり？」

　お嬢様の碧玉の瞳が、ジリアを蔑むように細められた。

「王城に勤める文官として将来を嘱望しょくぼうされるイリアスが、こぉんなちっぽけで埃臭い店に入り浸るなんて知れたら、それだけで彼の評判に傷がつくの。おわかり？」

　挑発的な表情を浮かべる相手に、ジリアは営業スマイルを崩さないよう細心の注意を払いながら口を開いた。

「おそれながら、思い当たるふしがございませんので、何やら情報にお間違えがあるのでは……？」

「ふぅん？　そちらがそのつもりなら、わたくしも常識的なことを説くだけよ？　わたくしの……いえ、他人の婚約者に手を出すなんて人の道に反するとは思いません？」

「……そうですね。おっしゃる通りかと存じます」

「それが分かればよろしくてよ。――――さ、こんな埃臭い場所の空気なんていつまでも吸っていられないわ」

　控えていた護衛に声を掛けたお嬢様は、くるりと踵を返して店を出て行った。

「――――は」

　ジリアは短く息を吐き出した。握りしめた拳は冷たく、汗が滲んでいる。ほんの少し会話をしただけなのに、胃の腑がぎゅうっと縮んだ思いがした。

　カラン、と再び来客を示す鈴の音に、ジリアの肩が思い切り跳ねた。まさかまだ言い足りないことがあったのかと視線を向け――――

「ジリアちゃん、大丈夫かい!?」

「ホドスさん……」

　見慣れた常連の顔に、気が抜けたジリアはへなへなと座り込む。

「この店の前に貴族が馬車を横付けにしたって聞いて、様子を見に来たんだが」

「……横付けにしてたんですか」

　道幅が狭く、人の往来も少なくないこの通りは、基本的に馬車の往来は制限されている。たとえ荷馬車であっても乗り入れるのに事前の許可を取る必要があるというのに、どうやらそれを無視して馬車を突っ込んだらしい。それは悪目立ちしたことだろう。

　ホドスの手を借りて立ち上がったジリアは、眉間を軽く押さえて首を横に振った。

「ご近所さんの迷惑になってましたよね。後で謝りに行かないと」

「いや、相手は貴族だろう？　確かに近所への挨拶も大事だが、それよりも」

「分かってます」

　ジリアは目を伏せた。

「下町の店一軒、お貴族様の不興を買えば、商売もままならなくなりますよね」

　お嬢様が顔を出してから、きりきりと絞られるように胃を苛んでいた痛みは、いつの間にかジリアの胸を締め付け始めた。

「大丈夫かい？」

「……大丈夫、です。最近できたばかりのお得意さんを失うのは痛手ですが、店には代えられませんから」

　婚約者がいたとは聞いていなかったが、どちらにしても取るべき対応は決まっている。店を守りたい気持ちもあるが、何より貴族のイリアスにとって醜聞は避けなければならないことだろう。

　ジリアはしきりに痛みを訴える胸を押さえつけ、一つの決断を強いられることとなった。

（イリアスさんを、出禁にしよう）

　心配そうに見つめるホドスを、取るべき対応は決まっているから大丈夫、と店の外に送り出すと、ジリアは閉店の札を掲げた。いつもなら帳簿の締めや店内の清掃をするが、彼女の足はまっすぐに階段を上がり寝室へ向かう。そのまま寝台に倒れ込んだ。

「……ひっ、く」

　喉の奥がきゅっと締まり、嗚咽が漏れる。

「ううぅぅぅぅ～～～～～！」

　うつ伏せになって唸るように泣く彼女は、ぐちゃぐちゃになった感情に翻弄されるまま、ただただ涙と声を枕に吸わせ続けた。
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　曇天。室内だというのに、その形容がしっくりくる、とエゴルはちらりと同僚――イリアスに目を向けた。彼は書類をいつも通りに処理しながら、何度目かの深いため息をついたところだ。湿っぽいことこの上ない。

　エゴルは後頭部をがしがしと掻いて、仕方がない、と呟いた。このままでいられるとこちらの気まで滅入る。

「イリアス、何かあったんだろ？」

　渋々発した問い掛けに、湿気の権化に成り果てたイリアスは、緩慢な動作でエゴルの方を向き、「彼女の店に出禁になりました」と呟いた。

「ん？　こないだまで上手くいったって浮かれてたのに、か？　貴族とバレて、とか？」

「いいえ、最初に身分は打ち明けてあります」

「うっかり天然な失言したとか？」

「その前は別れ際まで普通にしていましたよ。それに彼女の場合、そういう失言をしてしまったときは、すぐに指摘してくれますから」

「そりゃありがたいな。貴族の令嬢じゃそうはいかないし」

　思い当たるふしがないのです、という言葉を最後に、イリアスはとうとう机に突っ伏した。

（真面目なヤツとは知っていたけど、色恋沙汰になると、ここまで使えないとは）

　エゴルは過去にも彼の不満を上手に曝け出させたことがある。真面目な人間程、内側に溜めやすいものだ。それなら小出しにさせた方がいいのは経験則で分かっていたから。

　だが、過去に吐露した彼の鬱屈は、どちらかというと家族や仕事絡みのことだ。親兄弟のようになれない自分に対する不満や、積み重なる仕事や一部の無能による理不尽などの。そのときは、ここまで落ち込むことはなかった。

「思い当たる所がないなら、別の知り合いから『身分違いは実りがない』って指摘されたとかじゃないか？　あとは大穴で身内――宰相閣下から外聞が悪いと圧力をかけられた、とか」

「父はそういうことはしませんよ。あの人は使えない者は切り捨てるだけですから」

　肉親だろうと容赦はしないでしょう、と続いた言葉に、ある意味全幅の信頼を置いているのもどうかとエゴルは思ったが、今大事なのはそこではない。

「まぁ、どっちにしても結婚するまでの遊びなんだから、もう忘れればいいだろ？」

　すると、何故かイリアスはガバッと顔を上げ、まるで信じられないものを見るようにエゴルを見つめてきた。

「は？」

「え、いや、は？　って」

「何ですか、それ。本気に決まってるでしょう」

　エゴルは首を傾げた。てっきり、平民の女性と付き合い始めたのは独身最後の火遊びだと思っていたのだ。

「いや、だって、イリアス。お前はフロルキナ家の令嬢と婚約しているんだろ？　結構嫉妬深い性格って話だから、結婚までには」

「待ってください。婚約？　私が？」

「あぁ、そういう話だと思ってたんだが、……違うのか？」

　イリアスはイスを蹴倒す程の勢いで立ち上がった。「ちょっと宰相室に用事を思い出しました」と低い声で告げると、後ろを振り返りもせずに部屋を出て行った。

「……おぉ、こわ」

　真面目なヤツほど怒らせると怖いな、とエゴルは再び仕事に戻る。婚約話について気になるところではあるが、どうせ時間が経てば詳細も知れるだろう、と考えて。

　一方、イリアスは宰相室に到着していた。補佐をしている長兄と何やら真剣な顔で議論しているところだったが、待てるものかと割り込む。

「父上、兄上、お話中に大変申し訳ありませんが」

「ん？　イリアスか。丁度良かった。来月に予定している隣国の使節団受け入れについて――――」

「私がフロルキナ家の令嬢と婚約している噂を耳に挟んだのですが、真実でしょうか」

　遮るように放たれた質問に、宰相は跡取り息子と顔を見合わせた。いつもは温和なイリアスが、珍しく拙速に尋ねてくるから何かと思えば、といったところだろうか。

「フロルキナ家？　特に縁を結ぶ理由もないが」

「そうだよ。そもそもあそこの令嬢は、お前の嫌いなタイプだろう？」

　ああいう無駄に高慢で貴族というだけで全てが許されると思っている勘違いタイプ、と補足した長兄は、弟の表情を見て僅かに顔を引きつらせた。

「……成程、勝手に外堀を埋めにかかった、ということですね。本当にあの手の輩は碌ろくなことをしない」

　日頃温厚な人間程、怒らせると面倒になる。そんなことを考えながら、長兄は改めて弟の顔を見つめ、続く言葉を待つ。

「父上、兄上。唐突なことと思われるかもしれませんが、聞いていただきたいことがあります」

　幼い頃から自分の後を付いてきていた可愛い弟は、しっかりと一人前の男の顔をしていた。
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（いや、さすがにこれはないわ……）

　自然とこぼれそうになるため息を飲み込むのも、もう何度目か分からない。ジリアは軽く握った自分の拳に視線を落とした。視界に入った高級な布張りのソファに、再びため息をつきそうになる。

　その日、いつも通りに店を開け、大して来客もないまま店内を掃除したり銀製品を磨いていたりしていたジリアだったが、二時間ほど前に場違いな高級馬車を店の前に横付けされ、強制的にこのお邸に『招待』されてしまった。戸締まりなんかをさせてもらえる時間があっただけマシと思うべきか悩むところである。

（横暴な貴族は存在すると聞いてはいたけど、いざこういうことを体験すると、ありえないことの連続よね）

　許可のない馬車の乗り入れ禁止というルールを破り、店の都合を考えずに前触れなく迎えを寄越し、この邸に到着してからも茶の一杯も出されないままかれこれ一時間近くは放置されている。

（こんなことをしても当然って考えられるのは怖いわ……）

　相手の迷惑とかは考えないのだろうか。いや、貴族にとっては平民の都合など考える価値もなし、ということなのかもしれない。

　部屋の扉の前には、ちょっと目つきの悪い男の使用人が見張り役として立っているため、ジリアは逃避がてら脳内で商品の棚卸しと商品陳列のレイアウト案を考えて時間を潰していたのだが、そろそろ限界だった。

　さて、どうするか、と思案を巡らせたジリアの耳に甲高い女性の声が聞こえてきた。「あの女がいるのはここですの？」という声に、ジリアはようやく自分を呼びつけた相手を知った。

　威嚇のつもりなのだろうか、バン、と勢いよくドアを開けて入って来たのは、一度、ジリアの店に直に乗り込んで来たことのある、ご令嬢だった。名前をエリザベータ・フロルキナ、と言っただろうか。

「単刀直入に言いますわ。あの店を畳んで王都を出なさい」

　一瞬、ジリアは耳を疑った。強引に呼びつけたことの謝罪もなく、散々待たせた部屋に入ってきて、唐突な要求を突きつけてきたのだ、このお嬢様は。ぐだぐだとした前置きで時間をかけないことだけは評価しても良かったが、それ以外は人としてどうかというレベルだ。

　唖然としてしまったジリアだったが、内容を理解するなり、湧き上がってきたのは怒りだ。だが、それを何とか内に留め、平静を装う。ただ、声を出してしまえば、何を言ってしまうか分からない。それほどまでに腸は煮えくり返っていた。

　エリザベータはと言うと、自分に媚びへつらう様子もないこの女店主に苛立ちを感じつつも、控えていた使用人に目線で合図を送った。使用人は硬貨の入った布袋をぞんざいにジリアの前に放り投げる。袋の口が少し緩み、中から金貨が数枚こぼれでた。袋の中身が全て同じ金貨なら、地方都市の目抜き通りに店を構えられる、そういう金額になるだろう。

「おそれながら」

　ジリアの声は怒りを通り越して平坦なものになっていた。

「あの店は祖父から引き継いだ大事な店です。手放すつもりはございません。そもそも、そちらがご憂慮されていた件については、出入り禁止をしたことで解決したかと存じますが……っ」

　ジリアの頬がエリザベータの手にしていた扇ではたかれた。じんじんと熱を感じる頬を押さえることもせず、ジリアは改めてエリザベータに向き直った。ふるふると怒りに震えて顔を紅潮させているが、怒りたいのはむしろジリアの方だ。

「あなたのように分をわきまえない女など、四の五の言わずにとっとと消えればよろしいのよ！」

　その言葉に、ジリアの背筋に冷たいものが走った。有無を言わさずここまで連れて来られたが、ここで物理的に消されてしまう可能性があることに思い至ったのだ。

「貴女がこれを受け取らないのなら、次は貴女の家族に交渉するだけよ？　店を継ぐことを快く思われていないのですってね？」

　とにかくジリアを排除したいエリザベータは、ジリアの周辺情報まできっちり調査済みらしい。確かに一人で店を継ぐことを反対されていたが、元々家族の援助を受けている身でもないし、家族に騒がれても特に問題は……

（ない、と断言したいけれど、家族がこのお金を受け取ってしまったら、流石に問題よねぇ）

　貴族からの圧力とともに金を受け取ってしまえば、ジリアを追い出せなかった家族がその後どうなるか……あまり楽観的には考えられない。

　家族をとるか、店をとるかと言われれば――――







＊＋―＋＊[image: ]＊[image: ]＊＋―＋＊








「閉店中……？」

　古道具屋「アベリナ」の前で札に書かれている文字をそのまま声に出したのは、イリアスだった。買い付けのタイミングもあって不定休と聞いていたし、出禁になってからは彼女の休日を知る術もない。だが、よりにもよって今日この日にこの仕打ちはないだろう、と彼はひっそり項垂れた。

「出直すしかありませんか」

　裏に回ってジリアが中にいないか戸を叩いてみようかとも考えたが、出禁になっている身で、さすがにそれは躊躇われた。

「ん？　お前さん、ジリア嬢ちゃんのイイ客じゃねぇか？」

　吐きかけていたため息を飲み込んだイリアスは、掛けられた声に振り向いた。

「えぇと、お隣の金物屋さんのご主人……？」

　通ううちに何度か話をしたことを思い出し、イリアスは眉を僅かに上げた。下世話な話が大好きなこのご主人は、ジリアとの仲を下品な方に揶揄からかってきたのだ。そういうコミュニケーションの取り方があるとは知っているが、正直イリアスは苦手である。

「ジリア嬢ちゃんならいねぇぞ？　ちょっと前にお貴族様の馬車が乗り付けてきて、嬢ちゃんを持ってったからな」

「はい？　持っていった？」

　聞き捨てならない情報に、イリアスの藍色の瞳が見開かれる。

「はた迷惑な貴族に目をつけられたんだろうな。使用人っぽい男どもに連れてかれてたぜ？」

「……貴族の馬車、ということは、何かしらの紋章が掲げられていたんですね？」

　ひやり、と底冷えのするような声色に、金物屋の主人がヒィ、と悲鳴を上げた。

「あ、あぁ。確か、二頭の馬が後ろ足で立って向かい合ってるヤツだった。今日は二回目だからよく覚えてる」

　す、とイリアスの目が細められた。その情報だけで絞り込みは簡単だ。数多ある貴族の紋章を全て覚えているわけではないが、ここしばらくはその紋章はよく目にしていた。

「二回目ならば、一回目はいつ頃か覚えていますか？」

「あ、あぁ。あれは確か――――」

　迫力負けして狼狽えた金物屋の主人の答えを聞いて、イリアスは「ありがとうございます」と頭を下げ、早足で馬車留めへと向かう。

（そうなると、出禁を告げられた理由も想像がつきますね）

　自分に非があったわけではなさそうだ、と心が少し浮上する。だが、浮かれてもいられない。金物屋の主人の話が確かなら、ジリアは連れて行かれたのだから。

（もしジリアに何かあれば……、いえ、何もなくとも、きっちり始末をつけさせていただきましょう）

　決してジリアの前では見せられない、酷薄な表情がそこにあった。

















第七章　譲れないもの　守りたいもの












「あら、どうして黙り込んでいるの？　貴女のような平民にとってはこの上もなく美味しい話なのではなくて？」

　明らかな嘲笑を向けられ、ジリアは握りしめた拳を震わせていた。

　視線は絶対に目の前の相手――エリザベータに向けてはいけない、と自らを戒める。視界の端で醜く笑う彼女を真正面に見てしまえば、きっとジリアは感情を抑えられなくなる。それが分かっているのだ。

（悔しい。悔しい。悔しい……！）

　祖父の店を継ぐのは遺言でもあったが、ジリアの我儘でもある。口では小うるさいことを言いながら、それでも勝手を許してくれる家族を、ジリアが見捨てられるわけもない。

（ごめん、おじいちゃん……。ごめんなさい！）

　貴族の圧力に真っ向から反発することなんてできない。そんなことをしてしまえば一族郎党どんな目に遭うか分からないからだ。ここに呼び出された時点で、ジリアの運命は決まったも同然だった。

「さぁ、とっととその端金を取って、王都から出て行きなさい」

　頷くしかない。ジリアはのろのろと手を持ち上げて、目の前の金袋を――――

「……なんですの？」

　ざわざわと邸が騒がしくなったことに、エリザベータが苛立たしげに声を上げた。

「すぐに確認して参ります」

　控えていた使用人の一人が部屋の外へ向かうが、すぐに戻ってくる。

「お嬢様！　クラスニフ侯爵令息が突然お越しになられております！」

「まぁ、イリアス様が？」

　ぱちんと両手を合わせて満面の笑みを浮かべたエリザベータは、「橙の間にお通しして！　きっと求婚のお返事ね。すぐにお会いしないと」とはしゃぐ。

「そこの平民は裏から追い出して。いつまでも居られたら目障りだもの」

　打って変わって冷淡な声で指示を出すと、エリザベータは弾むような足取りで扉へと向かう。

「――――あぁ、こんなところにいたんですね」

　その声に、ジリアは身体を大きく震わせた。聞き慣れた声に冷たく凍り付いていた心臓が温められるような錯覚を覚える。

「まぁ、イリアス様。突然いらっしゃいましたので、驚きましたわ。事前にご連絡いただけましたら、もっときちんとした格好でお迎えできましたのに」

　媚びを売るような甘やかな声を出すエリザベータに、ジリアは思わず自分のシャツの胸元を握った。貴族と平民では住む世界が違うのだと、貴族のイリアスには、同じく貴族であるエリザベータのような女性が似合うのだと、ここへ来て散々投げつけられた言葉が、再びぐさぐさと刺さるようだった。

「エリザベータ嬢。申し訳ないが、私が探していたのは彼女です」

「は？」

　淑女らしからぬ声に、イリアスは怯むこともない。

「そ、んな……、今のは聞き間違いですわよね？　イリアス様は、わたくしに求婚しに来てくださったのですわよね？」

　エリザベータのセリフに、イリアスは眉を顰めた。

「どうしてそのような勘違いを？　確かに釣書つりがきは届けられていたようですが、お断りさせていただいたはずですよ？　それなのに、何故か妙な噂が広まっていて困惑――いえ、迷惑していたところです」

　外堀を埋めようとしていたことも看破されていて、エリザベータは元凶であると信じて疑わないジリアをぎろりと睨み付けた。

「イリアス様がそちらの平民を囲っているのは存じておりますわ。けれど、貴族には貴族の義務があることもご存知でしょう？」

「そうですね。ですから、私は貴族位を返上する予定です。既に家長である父の同意も得られておりますから、あとは王家の承認待ちですね」

「な……なんですって？」

「元々、私は国政に関わるような器ではありませんから」

「ま、待って、お待ちください！　信じられませんわ！　どうしてそんな愚かな選択をなさったの！」

「愚か？　私は自分の力量をわきまえているだけですよ？」

「今ならまだ間に合いますわ！　どうぞ撤回なさってくださいませ！　だってわたくしはイリアス様を――――」

「嫌気が差したんですよ。貴女のように自分の我を通すためには、他人をどこまで貶めても構わないと考える方々と渡り合うことが、ね」

「な、にを、おっしゃっているの……？」

「彼女を排除するために、エリザベータ嬢が企んだことを知っている、と言っているんです」

「企む……？　そんなことは……」

「自分に陶酔していた執事見習いを誘導して、彼女の店を襲撃させたことも、私と婚約が整ったと噂を流したことも、こうして彼女を脅しつけるために連れ去ったことも、全て知っている、と言っているんです」

「イリアス様は何か誤解をしていらっしゃるのね。彼女をこちらに呼んだのは、商談のためで」

「失敗を知って貴女が切り捨てようとした執事見習いの証言はしっかり取れていますよ。彼も言葉巧みに誘導されたと知って、反省していました」

「そんなの、でっちあげですわ」

　どこまでいってもシラを切ろうとするエリザベータに、イリアスは小さく首を横に振った。埒が明かない、ということなのだろう。

「何やら騒がしくしていると聞いたが、どういうことだね」

　使用人を引き連れて来たのは、貫禄のある体格の男性だ。見事な金髪を髪油で撫でつけ、口ひげをしっかり整えている。

「フロルキナ卿、突然の訪問を失礼いたします」

　イリアスが頭を下げるのを、フロルキナ卿――エリザベータの父親は鷹揚に頷いてみせた。

「ご令嬢との婚約の申し出は辞退させていただいたと存じますが、既に婚約が為されていると妙な噂が流れておりましたので、確認に参った次第です」

「ほぅ。妙な話もあることだな。それで、噂を真にしようと？」

「いいえ。改めてお断りに参りました。そのついでに、エリザベータ嬢には、これ以上の手出しを控えていただくようお願いに」

「手出し？」

「はい。簡単にご説明申し上げると、エリザベータ嬢が貴家の執事見習いを使ってならず者にとある店の襲撃を指示したと。ご希望であれば正式に調書を提出させていただきますが、いかがですか？」

　正式な調書、ということは、正規の手順で訴えを上げる、ということに他ならない。執事見習いの身分を考えれば、最終的に握り潰すことはできるだろうが、万が一、その話が広まってしまえばエリザベータにとっては致命的な醜聞になりうる。

「その執事見習いというのは？」

「名はルスタム・ビダと言う者で、貴家の解雇通知書とともに本人を預からせていただいております」

　この家に雇われていた証拠も証人も握っている、と暗に告げられ、フロルキナ卿はうろたえて青ざめている娘に顔を向けた。

「エリザベータ？」

「わ、わたくしは、知りませんわっ」

　先程までジリアを脅しつけていた態度は何だったのかと思う程、動揺し小さく震えるエリザベータは、むしろ滑稽に見えた。

「フロルキナ卿。私もフロルキナ卿が政で担う役割を存じておりますし、事が明らかになれば政治的混乱にも繋がりかねません。このまま私との関わりを絶っていただければそれで十分です」

「成程？」

「調書と証拠品につきましては、父に預けておきますので、その旨ご承知いただければ」

「……エリザベータ」

「わ、わたくしは、何も」

「もう少し賢いと思ったが、残念だよ。しばらく領地で頭を冷やすのだな」

「待ってください！　お父様だってイリアス様ならと」

「婚約は先方の了承が得られて初めて結ばれるものだ。それも分からんのか。エリザベータを部屋に連れて行け。――――あぁ、どうも騒がしいところを見せてしまったね。宰相閣下にはくれぐれもよろしく」

「えぇ、良き決断を感謝いたします」

　使用人に力尽くで連行されたエリザベータと、悠然と去っていくフロルキナ卿を、ジリアは呆然と見送った。

（何だった……の？）

　当事者であるはずの自分を置き去りにして進んでいった事態に、気持ちが追いつかない。

「ジリア？　大丈夫ですか？」

「イリアス……？」

　頬に手を添えられ、伝わる温もりに涙がじわりと滲む。助けてもらうのは、もう二度目だ。

「帰りましょう。あ、もう店の出禁は解いてくださいね」

　手を引かれ、ソファから立ち上がったジリアに、イリアスはそっと唇を重ねた。それを拒むことすら考えられず、ジリアは彼に手を引かれるままに、フロルキナ邸を後にした。
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「……はぁ」

　無事に店に戻ることのできたジリアは、熱いお茶を入れてようやく一息つくことができた。店の二階の居住スペースなのだが、向かいにはにこにこと笑顔のイリアスが当然のように座っている。

「落ち着きましたか？」

「オチツイテナイデス」

　今日一日の情報量が多すぎて、処理しきれないというのが正直な感想だった。特に、助けに来てくれたイリアスの口から爆弾発言がいくつも飛び出してきたので。

　ジリアは、両手でカップを持ったまま、上目遣いにイリアスを見た。相変わらず整った顔で、何故かさっきから機嫌良さそうな笑みを崩さない。

「色々と、聞きたいことはあるんですけど、……その、どうして貴族の位を捨てちゃったんですか？」

「分かりませんか？」

「分からないから聞いてるんです。だって、すごく勿体ないじゃないですか」

「そうですか？　貴女と結婚したいと思ったら、最終的に一番適切な形がそれだっただけですよ？」

「……はい？」

　ジリアは自分の耳を疑った。

（今、とんでもないセリフが飛び出た気がするんだけど、空耳とか、聞き間違いよね？）

　確かにイリアスから愛を囁かれてはいた。だがそれはあくまで睦言のスパイスというか、ジリア自身も自分を愛人ポジとして納得させていただけに、素直に受け入れられない。目の前の極上の男は、自分とは違う世界の人間なのだと心を殺していたのだ。

「悲しいですね。私は最初から貴女を求めていたと思うのですが」

「だ、だって、あれは……その、そんなことより、貴族やめちゃって、これからどうするんですか！」

「そうですね。個人の蓄えはありますから、今すぐに路頭に迷うようなことはありませんが」

　そこまで答えたイリアスは、ジリアへの視線に揶揄うような色を乗せた。

「ふとしたきっかけで古道具に興味を持つようになりましたので、どこかの店主さんが雇ってくれたりしないかと期待をしているのですが」

「……力仕事と護衛なら雇えなくもないですけど、お給金は弾めませんよ？」

「ご存知ないかもしれませんが、帳簿を付けるのも得意ですよ？　何しろ国単位の帳簿を管理していたようなものですから」

「もう！　そんな規模の大きな帳簿なんて、うちの店にはありませんよ」

　冗談交じりのやり取りに、肩に入ってしまっていた力も抜け、とうとうジリアは笑ってしまう。その様子に、イリアスは「良かった」と呟いた。

「イリアスさん？」

「貴女とまたこうして笑い合える時間を持てて、幸せです」

「そんな、大袈裟です」

「ここへの出入り禁止を言い渡されたときの、私のショックを考えてください」

「だって、その、婚約者がって言われてしまったら……」

「あんな薄っぺらい嘘に惑わされるなんて、いえ、もう過ぎたことですが」

「だって、もともと愛人の覚悟だったし……」

　小さく呟いたそのセリフを、イリアスは聞き逃さなかった。彼の笑顔が凄味を帯びたものとなり、ジリアが思わず逃げ腰になる。

「そんな不真面目なことをする予定はありませんでしたよ。もちろん、これからも」

　立ち上がったイリアスの手が、ジリアの頬に添えられる。

「分かっていただく必要がありそうですね？」

「え……と」

　言い訳を口にする前に、イリアスはひょいとジリアを抱き上げた。文官だと言いながら、こうして軽々と彼女を抱き上げてしまうあたり、ちゃんと身体を鍛えているのだ、と思い知らされる。

「あの、イリアスさん」

「イリアス、と。そう呼んでください」

「ちょっと、それは敷居が高いと」

「私も平民ですよ？」

　ジリアを寝台に運んだイリアスの唇が、聞き分けのない彼女の唇を塞ぐ。軽くついばむだけのキスは、徐々に深いものとなっていった。

「ん……イリアス、さん」

「イリアス、です」

　イリアスの指が、ジリアのシャツのボタンを一つずつ外していく。露わになった彼女の鎖骨にイリアスが強く吸い付く。ぴり、という痛みとともに赤い痕が残された。

「だめ……ですよ。着る服に困るので」

「見せつけてあげればいいんですよ。貴女が既に売約済だと」

「イリアス、さん？」

　ジリアの目の前で、イリアスは勢いよくシャツを脱いだ。細いながらも引き締まった体躯は何度も見たものだというのに、反射的にジリアは視線を逸らす。

「聞いていたでしょう？　あの我儘令嬢の指示で、貴女の元婚約者が洩らした情報を元に襲撃が行われたんです」

「え、えぇ、確かにそういう話だったと理解してますけど」

　それと『売約済』に何の関係が？　とジリアは首を傾げる。

「調査を進める間、私が何度、貴女の元婚約者の名前を眺める羽目になったと思っているんですか？　店を出入り禁止になって、貴女とこうして触れ合うこともできず、だというのに、あの男は懲りずにここへやってきたでしょう」

　指摘されて、ジリアはそういえば、と思い出した。ワインの瓶を片手に謝罪に来たデニスが、謝罪を口にしたすぐ後に、「一人じゃ危ないんだから、とっとと手放せばいいのに」などとボヤいたので、早々に店から叩き出したことを。誰のせいで一人になったんだと怒鳴りつけたのだ。

「あれ、見てたんですか……？」

　慣れた相手だけに遠慮なく雷を落としたことを思い出し、ジリアは羞恥に顔を隠した。

「いいえ、報告がありました。どうもヨリを戻したがっているように見えた、と」

「誤解です！　少なくとも私にその意思はありません！　あいつは店を売れってうるさいんですから！」

「えぇ、分かっています。ですが、その後も店を探りに来ているようですし、しっかりともう居場所がないことを気付かせる必要があるでしょう？」

「え、ちょ、それとこれと、は、ちが……んっ」

　服では隠しようもない、耳のすぐ下に赤い痕を付けられ、ジリアは「だめですって！」と声を上げる。だが、宥めるような愛撫をされながら、耳元で「こうでもしないと私が安心できません」と懇願され、彼女の心と体がとろとろと蕩かされていってしまう。既に何度も身体を重ねているせいか、しっかり弱点を把握されてしまっていた。

「ん、……もぅ、やだぁ」

　イリアスの手で生まれたままの姿にされたジリアは、じわじわと熱を煽るような愛撫を繰り返され、潤む瞳でイリアスを睨む。

「もう少し、貴女の身体を堪能したいのですが、だめですか？」

「……イリアスさんの、いじわる」

　可愛らしくも頬を膨らませた彼女に、イリアスは「仕方ないですね」と彼女の腰を持ち上げ、自分の上に座らせる。

「自分で入れてみますか？」

「……ん」

　ジリアは躊躇いながらも小さく頷いた。彼の肩に手を置いて、ゆっくりと持ち上げた腰を下ろしていく。熱い切っ先が、すっかり潤んだ淫裂に触れ、くちゅり、と粘つく水音を立てた。

「そのままどうぞ？」

「ん、……く、入った……ぁ」

　切なく涙を流していた隙間を埋めたところで、ジリアは至近距離で向かい合う体勢になった彼の顔をまじまじと見つめた。

「どうしました？」

「なんだか、まだ現実味がなくて……」

「こんなことをしているのに、ですか？」

「ぁんっ」

　下から強く穿たれ、ジリアの喉がのけぞった。

「だ、って、イリアスさんは、貴族、で――――」

「今はもう平民ですよ、まだ、私の本気を疑っているのですか？」

「え、いや、そういうわけじゃ、……んっ！」
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　イリアスの口がぱくりとジリアの乳首をくわえる。

「や、ん……」

「すみません。あまりに美味しそうだったもので」

　謝罪を口にするくせに、イリアスはすっかり固くなった彼女の胸の頂を舌でなぞり、転がし、舌先で強く押し込む。そのたびにびくびくと震える彼女を宥めるように背中を撫でた。

「やっ、そんなに、しないでぇっ」

　ジリアの懇願もイリアスを煽るスパイスにしかならない。ずん、ずんと下から突き上げが続き、ジリアはいやいやと首を小さく振る。じわじわと絶頂が近付くのが分かっているのだ。

「もう、私の本気を疑わないでくださいね」

「はい、ごめんなさ……ぁぁぁぁぁんっっ」

　謝罪の途中だったというのに、最後の一押しとばかりに最奥を抉られ、ジリアの秘肉がぎゅうっと彼を抱き締め、小刻みに震える。膣内はきゅうきゅうと彼自身を締め付け、たまらずイリアスも吐精した。

「あ……中、に」

「責任を取るつもりはありますから、心配はいりませんよ」

　その言葉に、ジリアは赤面する。

「それは、……えぇと、本気でそう思っていると、信じてしまって良いんですよ、ね？」

　自信なさげに瞳を揺らして尋ねると、心外だとばかりにイリアスは彼女をぎゅっと抱き締めた。

「先程も言ったでしょう？　もちろん、貴族としての地位や責務を重荷に感じていたこともありますが、貴女の隣で貴女に触れ、貴女を見つめ、貴女と共に年を重ねたいと思ったからこそ、貴族の位を捨てると父と兄を説得したのですから」

　そこまで想われているとは考えてもいなかったジリアは、思わず腰を引きそうになった。だが、彼の手が背中に回され、それどころかまだ繋がったままの状態では動くこともできない。

「本当に……期待、して大丈夫なんですね？」

「えぇ、貴族であることよりも、貴女の隣にいることの方が大事です。……分かってもらえましたか？」

　ジリアの顔がくしゃり、と歪む。身分違いの恋だから、自分には勿体ない相手だから、と堰き止めていた想いが一気に解放される。

「あ、たし……、も、イリアスさんのこと、好きで、ずっと一緒にいたくて……、でも、貴族だから、諦めなきゃって」

　ぽろぽろとこぼれる涙を、イリアスはそっと拭う。

「愛人、でも、構わない、から、傍に置いてもらえたら……って」

　その健気な告白に、ぐらりとイリアスが倒れそうになる。ある程度の好意は向けてもらえていたと思っていたが、そこまでとは思わなかったのだ。だからこそ、長期戦でもいいから落としにかかろうと思っていたのに。

「ジリア……」

「イリアス、さん？」

　ジリアは涙混じりに、けれど、困惑の声を上げた。それもそうだ。何しろ先程吐精したはずの分身が、ふたたびぐん、と硬度を増しているのだから。

「想いを確かめ合ったのなら、もう自重もいりませんよね？」

「え、と、でも……、その……」

　イリアスは彼女の身体を支えながら、ゆっくりと寝台に横たえさせる。もちろん、身体を繋げたまま。膣内で擦れる感触に、ジリアが小さく声を上げて身を捩った。

「あの、イリアスさん……？」

「そんな潤んだ目で上目遣いをされては、逆効果ですよ。……あぁ、これは以前にも言いましたよね」

　指摘された覚えはある。だが、そこじゃない、とジリアは思った。想いが通じた嬉しさよりも、有無を言わせぬ声音に、怖じ気づいて逃げたくなる。

「出禁になっていた期間の分も、貴女を感じさせてください、と言ったら怒りますか？」

「それを言われると、反論できないじゃないですか……っ」

　あのご令嬢に突撃され、婚約者だと勘違いをして距離を取ろうとしたのは事実なので、ジリアとしてはそこを突かれると弱い。

「えぇ、ですから、二度とそんな思い込みをしないよう、私がいかに貴女を愛しているのか分かってもらおうと思いまして」

　にっこりと笑う彼に、ジリアは数拍悩み、小さな声で「お手柔らかにお願いします……」と承諾した。

「ありがとうございます」

　ちゅ、と音を立てて口づけをすると、仰向けになっていた彼女の右足をゆっくりと持ち上げた。そのまま脚を抱え込むような体勢になると、わざと音を立てるように、足首やふくらはぎに唇を押し当てていく。

「やっ、くすぐった……んっ」

　わずかに身動ぎをした彼女を逃さぬように、ぐいっと腰を動かす。より深いところに挿入された彼自身がぐり、と彼女の最奥をこねるように刺激した。

「あぁ、ここがいいんですね？」

「っ！」

　きゅっと締まる反応に、イリアスの笑みが深まる。すると、彼は腰を引き、一層強く擦り上げるように奥を穿った。

「あぁんっっ！」

　堪えきれない嬌声が、さらにイリアスを煽る。繰り返されるピストンに、結合部がぐちゅぐちゅと泡立ち、先程放ったばかりの白濁も掻き出されていく。

「やっ、そこばかり、だ……めっ、なのっ」

「だめになってください。もっと乱れる貴女が見たいんです」

　遠慮なくずんずんと繰り返される抽挿に、たまらずジリアが達してしまう。シーツを強く引っ掻き、法悦の波をやり過ごそうとするジリアの膣は、イリアスの分身をきゅうきゅうと扱き上げる。だが、それでもイリアスは動きを止めることはない。

「あっ、あぁっ、だめっ、イってるの……っ！」

「えぇ、知っています、よっ」

　こみ上げる射精感を少しばかり我慢し、腰を振り立てるイリアスの額に汗が滲む。

　元婚約者に対して飾らない口調で話していた彼女を思い出す。イリアスに対しては、いつまでも丁寧な言葉遣いを崩さない彼女が、珍しく敬語を忘れているのだ。それを喜ばないはずがない。

「やだ、っ、イリアス、分かんなくなっちゃうっ、だめ、だめになっちゃうのぉっ」

　止めどなく与えられる悦楽に戸惑う彼女をずっと見ていたいという思いもあるが、イリアスの方も限界が近付いていた。

「くっ……、ジリア、中で、いいですよね」

「いいっ！　いい、からぁっ！　ああっ、ふ……ぅくっ！」

　さらに深い絶頂に達してしまったのか、再びびくびくと身体を震わせたジリアの脚を抱え込み、イリアスは深く最奥を貫いたまま、彼女の中へと白濁を注いだ。

「ん……くぅ……っ」

　二度目とは思えぬ熱い飛沫を受け止めたジリアは、ゆっくりと強張っていた手の力を抜いた。握りしめていたシーツはすっかり皺になってしまっている。

「できるだけ早く、貴女の家族に挨拶をしないといけませんね」

　イリアスはそう囁きながら、ジリアの薄く白い腹をそっと撫でた。

















終章　古道具屋の頼れる旦那様












「あ、こんにちは」

　客の来ない店番に飽きたジリアが店の前を軽く掃除していると、同じ通りにある古着屋の店主が店内を覗くように見ていることに気付いて声を掛けた。

「あぁ、丁度良かった、ジリアちゃん。若旦那いる？」

「えぇと、今日はどこだったかな。急ぎなら帰って来たら連絡しますよ？」

　色々な困難はあれど、無事に夫婦となったイリアスは、古道具屋の手伝いだけで収まるような人ではなかった。

（まぁ、知っていたけど……。なにせお城勤めしていた人だし）

　ジリアの記憶にある限り、最初にその能力に目を付けたのは祖父の友人ユロフだった。イリアスは元貴族であったことや前職のことは口にしなかったというのに、法律や税制などに詳しいと気付くや否や、あちこちにイリアスの有能さを喧伝して回ったのだ。

（本当にユロフさんは、掘り出し物を見つけるのが上手なんだから）

　結果として、この下町商店街の法律顧問のような立ち位置となったイリアスは、あちこちから相談を持ちかけられて引っ張りだこになっている。もちろん、イリアスも抜け目なく相談料を取っているので、ジリアとしては文句のつけようもない。

『空いた時間で、教室のようなものを開こうかな、とも思うんですよ』

『教室？』

『えぇ、この近所は多くが徒弟制度で後進を育てていますが、文字の読み書き、計算、ちょっとした法律知識を子どもに教える教室を開いてみたら、少しはお金を稼げるかな、と思いまして』

『イリアスが先生に？　あぁ、でも似合うかもしれない』

『父の元で仕事をしているときは、平民を数字でしか見ないことにどうしても違和感があって……。それでも何かできることを、と考えたら、私の強みは父が惜しみなく与えてくれた教養ぐらいしかなくて、お恥ずかしい話です』

『そんなことありませんよ。だって、ちゃんと知識として身に付いているってことじゃないですか。学ぼうとしなければ覚えられないことは、あたしだって分かってます』

　ところが、いざ教室を開いてみたら、受講希望者の大半が大人で驚いたのも、今となっては笑い話だ。色々と考慮した結果、子どもと時間帯を分けて教えることにした。そうして開かれた教室で、イリアスはあっという間に『頼れる相談役』の地位を確立させた。

（そういえば、この間はお義父さんが来ていたっけ）

　まさか宰相閣下直々に下町の古道具屋に足を運ぶとは思わなくて、腰を抜かしかけた。宰相としてではなく、義父として来ただけだと言われてしまえば、ジリアとしても嫁として接するしかなくて、なかなかに胃がきりきりしたのを覚えている。結婚祝いだとイリアスに渡していた懐中時計を見て、あれは宰相閣下のものだったのかと、最初に来店したときのイリアスの歯切れの悪さに納得がいった。

　ちなみにその義父は、この下町一角の税収が前触れなく増えてきたのを知って調査した結果、イリアスにたどり着いたと言っていた。やっぱり宰相として見に来てるじゃん、と突っ込みたかったのは抑えた。

「ジリア、ただいま」

　ホウキ片手にくすくすと思い出し笑いをしていると、当の本人が帰って来た。最初は慣れない木綿や麻の服に身体をもぞもぞさせていた彼も、すっかり市民生活に溶け込んでいる。

「おかえりなさい、イリアス。さっき古着屋の店主さんが来てたわ。ちょっと仕入れのことで相談したいんですって」

「あぁ、きっと西国との取引の話ですね。すぐに行ってみます」

「帰って早々？　少しぐらい休んだら？」

「うーん……」

　イリアスは少し悩む素振りを見せる。忙しいのはいいけれど、あまり働き詰めも良くない。これはもう一押しするべきか、と考えたジリアだが、彼女の真正面に立ったイリアスがすっと顔を寄せてきた。そのまま唇を重ね、触れるだけのキスを繰り返し、さらには遠慮なく舌が彼女の口内にするりと入り込む。舌先をちろちろとくすぐられ、腰砕けになりそうなところを、大きな手で支えられる。

「あぁ、これでもう少し頑張れそうですね」

「もう！　ここは店内じゃなくて往来よ？」

「今更、誰も気にしませんよ」

　そのイリアスの言葉に思わず周囲を見回したジリアは、すぐに顔を真っ赤に染めた。見知った顔がいくつかニヤニヤとこちらを眺めていたのだ。その何対もの目が「お熱いねぇ」「よっ、新婚さん」などと如実に語っている。

「あたしが気にするの！　もう、いいから行ってらっしゃい！」

「えぇ、心配してくれてありがとうございます。できるだけ早く片付けて帰ってきますね」

　朗らかな笑みを浮かべて手を振ったイリアスを見送ると、ジリアは小さく「……もう」と不満を呟いた。

　仲の良いところを周囲に見せつけておくのは必要だとイリアスは主張するが、自分のような平凡な人間にそんなものは必要ないと言いたかった。

（でも、まぁ……）

　ジリアとしては悪い気はしないので、火照る顔に手で風を送りながら、彼女は店内へと戻る。

「よし、今日はこっちの棚を磨こうっと」

　いつ客が来ても良いように、ジリアは雑巾を手に取った。だが、ふと店の真ん中で立ち止まり、ぱん、と手を合わせる。

（お店はまだまだ繁盛してないけど、イリアスのおかげで何とかなってます！　おじいちゃんも見守ってて！）

　あんな良い人と巡り会えたのも、元はと言えば祖父から受け継いだ知識とこの店のおかげだ。できれば直接会って欲しかったぐらいだけれど、それは流石に叶わない。

　気合いを入れて棚を磨き始めたジリアの背中に向けて、店に飾られた振り子時計がボーン、と音を鳴らした。まるで、祖父に背中を押してもらったようで、ジリアはじわりと滲んだ涙を慌てて拭う。

　時間のかかる相談内容じゃなかったとイリアスが戻って来る頃には、その涙はすっかり乾いていた。

「そういえば、よく店内で独り言を呟いていますよね。験げん担ぎか何かですか？」

「その、笑わないでね？　ちょっとおじいちゃんに報告したいこととか相談したいことがあったときに、声に出すの。そうすると、結構落ち着くの」

　その話を聞いたイリアスは、笑うどころかジリアの手を引いて店の中央に立った。

「挨拶が遅れて申し訳ありません。貴方の店とお孫さんは私がしっかり守りますから、どうぞ心配しないでください」

「ちょ、ちょっと、イリアス？」

「貴女の大事なおじい様に、挨拶をしていませんでしたから」

「だって、それはおじいちゃんが……あ、すみません」

　思わずぽろりとこぼれてしまった涙を、イリアスが指で拭う。

「そうですね。直接会えていたら、と思います。ですが、だからこそ店主として頑張っていた貴女を見初めることができた。そう考えられるとは思いませんか？」

「思いませんか……って、それは、その」

　顔を赤くしてしどろもどろになるジリアに、イリアスはそっと口づけた。

「そうと決まれば、早くこの店にひ孫を見せてあげないといけませんよね」

「え、……いや、それは全く違う話よね？　イリアス？」

「違いませんよ？　賑やかな方が、きっとおじい様も喜ばれますよ」

　ひょい、とジリアを抱き上げたイリアスは、難なく階段を上っていく。彼の肩越しに見えた店内は、いつもと変わらぬ静寂を保っていた。
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